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司会　まず初めに、日本風景街道別府湾岸・国

東半島海べの道推進協議会 会長の菊口が挨拶を

申し上げます。会長お願いいたします。なお、

菊口会長は、大分銀行代表取締役専務でござい

ます。

菊口会長　それでは、改めまして、皆様こんに

ちは。

　只今、司会の木ノ下さ

んから御紹介がありま

した菊口でございます。

今回は、西瀬戸の地域が

サイクルツーリズムで

どうつなぐことが出来

るのかをテーマに、シンポジウムを開催いたし

ます。今日は、遠方から行政関係の方、サイク

リングに携わっていらっしゃる方といった多く

の方が御参加をいただきまして、まずもって御

礼を申し上げたいと思います。どうもありがと

うございます。

　まずは、本シンポジウムに至る経緯を、少し

お話をさせていただきたいと思います。

　国交省様から日本風景街道の認定をいただい

た 143 ルートの 1 つが、我々のルートである

別府湾岸・国東半島海べの道で、このルートを

推進協議会の会長を私が承っているわけです。

また、この海べの道の生みの親の組織でありま

すＮＰＯ法人大分ウォーターフロント研究会の

会長も、私が務めさせていただいております。

ウォーターフロント研究会は、１９９０年にス

タート致しまして、来年で３０周年になります。

別府湾岸という魅力ある地域を大分らしく、ど

のように展開していったら良いのかということ

で、諸先輩方がずっと取り組んできた活動でご

ざいます。

　そのような中で、２０１５年に２５周年の記

念の交流会をいたしました。この研究会の大き

なイベントとしては、年に２回。総会と、もう

一つは関係自治体、もちろん国交省様にも御参

加をいただいて、官民交流会議を開催していま

す。この２５周年に関係市町の首長の皆さまの

御参加をいただき、テーマは「地方創生と連携」

ということでした。お話を皆さんからいただい

たのですけれども、今日ご参加の国東の三河市

長様から自治体連携で「サイクル連携はできな

いか」という御提案をいただきました。それを

研究会で受けとめて、翌年の２０１６年に先進

地である台湾を視察にいこうということになり

ました。台湾は、レンタサイクルも含め、サイ

クリングが日常的に市民の身近なものになって

いるということを、我々もこの目で見て来まし

た。その後、２０１８年には、愛媛に視察に参

りまして、GNN の世界７大ルートに選ばれた「し

まなみ海道」を視察し、自転車新文化の政策を

積極的に展開されていらっしゃる愛媛県の中村

知事さまにも、お会いしお話を伺いました。そ

のように少しずつではありますが、研究会とし

てはサイクルへの認識を高めています。

　一方、日本風景街道別府湾岸・国東半島海べ

の道は、５市１町で構成をしていますが、各自

治体さんに定期的に御参加をいただき、サイク

リングでつながる形をつくっていこうと議論を

愛媛・広島・山口・福岡・大分 5 県連携

サイクルツーリズム　シンポジウム
「西瀬戸海道・５

フ ァ イ ブ ペ ダ ル

つの星の可能性を探る！」
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進め、各自治体さんから負担金をいただいて、

海べの道にサイクルツーリズム観光連携部会を

昨年新設したという経緯がございます。

　中村知事さまにもお話をししましたが、「九

州と本州と四国がサイクリングでつながるとい

いよね」という西瀬戸連携の夢をずっと温めて

おりました。そんな流れの中、今回御無理を申

し上げ、こういった形で「連携の可能性を探る

シンポジウム」を開催した次第です。ある意味

キックオフですけれども、これを是非やらせて

いただきたいということで、私から申し上げま

した。

　本日は国交省本局から、まさに自転車活用の

政策をリードしていただいている事務局の大野

事務局次長様も、お見え下さっています。後で

記念講演をお願いし、貴重なお話を頂くことに

なっております。また、愛媛県の坂本様からは

「しまなみの現状」をテーマにお話をいただく

予定をしております。

　いずれにしましても、地方は人口減少であっ

たり、高齢化であったり、いろいろな構造的な

問題にさらされています。しかし、それを言っ

ているだけでは何もならない。やはりそれぞれ

の地域が持っているポテンシャルをどうつなげ

ていくか。あるいは、それを外部へのメッセー

ジにし、たくさんの方にお見えいただけるよう

な環境づくりがどうできるのかというようなこ

とも含めて、このシンポジウムを契機に、皆さ

まの御協力をいただいて進めていければと、考

えております。

　また、今日のシンポジウムに御興味いただい

て、たくさんの方がご参加をいただいています。

皆様方の御意見を、パネルディスカッションの

中で、ぜひ伺いたいなと思っております。最後

までよろしくお願いしたいと思います。本日は

ありがとうございます。

（拍手）

司会　菊口会長ありがとうございました。

　続きまして、開催地の国東市三河明史市長に

御挨拶を頂戴いたします。

三河市長　皆様、改めましてこんにちは。ただ

いま御紹介いただきました、当地国東市の市長

の三河でございます。

　昨日は冷たい雨だったんですけれども、今日

はうってかわって爽やかな日になりました。明

日はまたエクスカーションがあるということ

で、よい天気になればと祈っております。

愛媛県、広島県、山口県、福岡県、そして大分

県の５県が連携するサイクルツーリズムシンポ

ジウムの開催に当たりまして、一言御挨拶を申

し上げたいと思います。

　本日は、国土交通省の皆様を始め、愛媛・広

島・山口・福岡・大分

の各自治体や各種団体

の多くの皆様に御来場

いただき、心から歓迎

を申し上げますととも

に、このシンポジウム

を国東市において、開

催できますことを大変

光栄に存じます。これも一重に日本風景街道別

府湾岸・国東半島海べの道推進協議会の役員並

びに、関係者の皆様の御尽力のたまものと心か

ら感謝申し上げます。

　さて、平成２９年の自転車推進部門の施行や、

昨年の自転車活用推進計画の閣議決定を受けま

して、今後は各自治体において計画の設定や自

転車活用の取り組みが一層促進されるものと考

えております。このような中、本日は国土交通

省の自転車活動推進本部より、事務局次長の大

野昌仁様にサイクルツーリズム推進に向けた記

念の御講演をいただき、その後に我々ディス

カッションのアドバイザーもお務めいただくと
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伺っております。西瀬戸連携の実現に向けまし

て、会場の皆様と一緒に有意義な時間を過ごせ

ることを大いに期待しているところでございま

す。

　また現在、国東市は自転車を活用したまちづ

くりを推進する全国市区町村の会議に加盟しま

して、今月まで私は全国市区町村の会議の理事

を務めさせていただいておりました。健康増進

のみならず、観光振興にもつながる自転車の活

用につきまして、今後も確実に皆さんと連携し

ながら、地域の振興、文化交流の発展に努め

てまいりたいと存じますので、今後とも皆様方

の御支援と御協力をよろしくお願い申し上げま

す。

　結びに、このシンポジウムの御盛会と本日御

来場の皆様方の活躍を御祈念申し上げまして、

地元開催地を代表しての挨拶といたします。本

日はまことにおめでとうございます。最後まで

どうぞよろしくお願い申し上げます。

（拍手）

司会　三河市長、ありがとうございました。続

きまして、御来賓の大分県知事広瀬勝貞様に御

挨拶を頂戴いたします。

　なお、本日は公務の都合上、メッセージの代

読となります。

藤内氏（代読）　本日は、５県連携サイクルツー

リズムのシンポジウムの開催にあたりまして、

一言御挨拶いただきたいと思います。

　きょうは、広瀬知事が本来でありますと御挨

拶に来るところでした

が、 ほ か の 用 務 の た

めにかないませんでし

た。 メ ッ セ ー ジ を 預

かってまいりましたの

で、代読させていただ

きます。

　「西瀬戸街道５
ファイブペダル

つの星の可能性を探るサイク

リングツーリズムシンポジウム」が県内外から

多くのお客様をお迎えし、盛大に開催されます

ことを心からお喜び申し上げます　また、この

シンポジウムの開催にあたり、御尽力いただき

ました皆様方に改めて敬意を表します。

　本県では、平成２９年自転車活用推進法の施

行を受け、現在大分県版の自転車活用推進計画

の策定を進めております。その中で、日本一の

源泉数と湧出量を誇る温泉を始め、豊富な観光

資源と多様なサイクリングルートを有する本県

の特徴を生かし、サイクリストフレンドリーな

おんせん県おおいたの実現を目指すこととして

おります。

　このため日本風景街道別府湾岸・国東半島海

べの道推進協議会など、県内関係者の方々と連

携し、サイクリストの受け入れ環境の整備や、

サイクリングルート沿線の魅力づくりなどに取

り組んでいるところです。

　また、先般のラグビーワールドカップで多く

の海外観戦客をお迎えしましたが、地域をめぐ

りながら沿線の魅力をゆっくり楽しめるサイク

リングは、今後のインバウンドの拡大にも有効

なコンテンツとなり得ます。東京オリンピック・

パラリンピックも来年に迫り、九州地方自治会

でも昨年から広域周遊する海外サイクリストを

視野に入れた九州１周ルートの検討に着手して

います。

　こうした中、本日のシンポジウムを始め、別

府湾岸国東半島サイクルルートの設定など、本

県の活発な取り組みを県も連携し支援してまい

ります。

　皆様方に置かれましては、今後とも双方の連

携を一層強めていただきますようお願いすると

ともに、本シンポジウムの御盛会と皆様方の御

健勝、御活躍を祈念申し上げ、御祝いの言葉と
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いたします。

令和元年１１月２９日　大分県知事広瀬勝貞 

代読土木建築部道路建設課、藤内でした。本日

はおめでとうございます。ありがとうございま

した。

（拍手）

司会　藤内様ありがとうございました。続きま

して、国土交通省九州地方整備局道路部地域移

行部調整官、辻芳樹様に御挨拶を頂戴いたしま

す。

辻氏　皆様こんにちは。ただいま御紹介いただ

きました国土交通省九州地方整備局、こちらの

ほうで自転車の推進を

担当しております辻と

申します。

　本日のサイクルツー

リズムシンポジウムの

開催にあたり、一言御

挨拶申し上げます。

本シンポジウムの主体

でございます日本風景街道「別府湾岸・国東半

島海べの道」推進協議会におかれましては、先

ほど御紹介がございましたとおり、２０１３年

に風景街道として登録されまして、訪れた人を

懇ろにもてなすということをモットーに原風景

の質向上や地域活性化、観光振興のために、こ

れまでもさまざまな活動をされております。

　九州には、日本風景街道というものが１５

ルートございます。その中でもこの「別府湾岸・

国東半島海べの道」につきましては、パートナー

シップと一体となりまして、継続的な活動、ユ

ニークなことがいろいろ行われているというふ

うに聞いてございます。この場を借りまして、

敬意を表しまして感謝申し上げます。

　さて、平成２９年５月に「自転車活用推進法」

が施行されまして、翌年６月には「自転車活用

推進計画」が閣議決定されております。この計

画には「サイクルツーリズムの推進による観光

立国の実現」ということがうたわれておりまし

て、官民が連携してハード、ソフトが一体となっ

たサイクルツーリズムを推進するということ

が、その目標の一つとして掲げられているとこ

ろでございます。

　このように国の重要施策の一つにも位置づけ

られております、このサイクルツーリズムは、

全国各地で盛り上がりを見せているところでご

ざいます。

　このような背景から、本日シンポジウムがご

ざいます九州・中国・四国地域がまたがりまし

て、西瀬戸地域でサイクルツーリズムがこれか

ら始まるということで、広域的に地域が連携し、

地域活性化、観光振興が図られることを期待し

ております。

　今回のシンポジウムが一つの契機となりまし

て、ぜひ広域的な連携を図っていただき、サイ

クルツーリズムを推進し、観光立国の実現に寄

与していただければと思っております。

終わりになりますが、西瀬戸地域のサイクル

ツーリズムの今後の発展、本日お集まりの皆様

方の御健勝・御活躍を祈念いたしまして、私の

挨拶とさせていただきます。本日は、まことに

おめでとうございます。

（拍手）

司会　辻様、ありがとうございました。また、

会場に大分県議会議員、木付親次様がお越しに

なっておりますのでご紹介いたします。

木付親次氏　今日は、おめでとうございます。

よろしくお願いいたします。

司会　ありがとうございます。また、ビデオレ
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ター、祝電が届いておりますので、御披露させ

ていただきます。

　まず、祝電を 2 通御披露させていただきます。

　このたびは、サイクルツーリズムシンポジウ

ムが「西瀬戸街道５
ファイブペダル

つの星の可能性を探る」の

テーマのもと、盛大に開催されますことを、心

より御祝い申し上げます。本日の開催に対し、

御尽力されました全ての関係者の皆様に敬意を

表し、あわせて私も自転車活用推進議員連盟事

務局長として尽力させていただく所存でござい

ます。

　このシンポジウムを契機に西瀬戸地域の連携

がより深まることを期待しますとともに、日本

風景街道別府湾岸・国東半島海べの道推進協議

会の今後のますますの御発展と本日の参集の皆

様のさらなる御健勝と活躍を祈念し、御祝いの

言葉といたします。

令和元年１１月２９日　衆議院議員、穴見陽一

司会　穴見様ありがとうございます。

　続きまして、大分市長さまから祝電が届いて

おります。代読いたします。

　サイクルツーリズムシンポジウムが盛大に開

催されますことを、心からお喜び申し上げます。

西瀬戸エリアにおけるサイクル連携の強化に向

けた大きな契機となりますことを御祈念申し上

げます。大分市長　佐藤樹一郎

以下、別府市長、日出町長、杵築市長、国東市長、

豊後高田市長様より御祝電をいただきました。

司会　最後に、衆議院議員岩屋先生からのビデ

オメッセージです。ご覧ください。

岩屋氏（ビデオメッセージ）

　皆さんこんにちは。衆議院議員の岩屋毅でご

ざいます。

　今日は、愛媛・山口・広島・福岡・大分、５

県の関係省の皆さんがおそろいで自転車による

ツーリズムの未来を探るシンポジウムが、ここ

国東市において開催されますことを心からお喜

びを申し上げたいと思います。

　私は、現在超党派の自転車活用推進議員連盟

のプロジェクトチームの座長を務めさせていた

だいております。また、私自身もほぼ毎日のよ

うに自転車ライフを楽しんでおり、サイクリス

トの端くれでもございます。

　皆さんも御承知のように、この超党派の議員

連盟が中心となりまして、一昨年の国会で自転

車活用推進法という基本法を成立させました。

自転車というのは、言うまでもなく、まず環境

に優しい、それから健康増進にも役立つ、交通

混雑の緩和にもつながる、さらには観光振興に

つながっていくという乗り物でございます。

　これから成立した基本法に基づいて、国・県・

各市町村・民間団体・国民の皆さん、さまざま

なレベルで自転車活用のための取り組みがス

タートしてまいります。そういう意味で、本日

のシンポジウムはまことに時宜を得たものだと

思います。御参加の皆さんに心から敬意を表す

る次第でございます。

　言うまでもなく、皆さんそれぞれの県におい

ても、あるいはここ大分県においても、この国

東においても、すばらしいサイクリングロード

が既に存在しています。これらを有機的に結び

つけるためのアイデアを本日のシンポジウムで

大いに交わしていただいて、大きな成果が上が

ることを心から期待をしているところでござい

ます。

　皆様の今後、自転車活用へ向けてのますます

の御健勝と御活躍、そして本日のシンポジウム

の成功を心からお祈りを申し上げて御挨拶にか

えさせていただきます。
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　本日はまことにありがとうございました。

司会　以上でございます。御挨拶を頂戴した皆

様、誠にありがとうございました。

　それでは、本編に進みたいと思います。プロ

グラムに沿って、これより記念講演に移りたい

と思います。

　それでは国土交通省よりお越しいただきまし

た、自転車活用推進本部事務局次長・大野昌仁

様より、サイクルツーリズム推進に向けた取り

組みのテーマでお話いただきます。大野様よろ

しくお願いいたします。

大野 昌仁氏（以下、大野氏）

　ただいま紹介いただきました国土交通省の自

転車活用推進本部事務局次長を務めております

大野と申します。よろしくお願いいたします。

　きょうは、サイクルツーリズム推進に向けた

取り組みということで、国のいま進めている現

状と、またいろんなサイクルツーリズムがある

ということで、いろんなヒントを、またいろん

な事例を共有させていただけたらと思います。

　最初に自分のことを紹介させていただきます

と、私の生まれは愛媛県でして、今日の５県の

うちの一つでございます。中学校ぐらいから自

転車に乗っています。大学に入って、自転車部

に所属しました。若いころは全国を自転車で走

り回った経験があります。沖縄以外は全部走り

ました。大分も走ったんですけれども、この国

東半島１周というのは、山を越えて南のほうに

抜けていったということで、北側は通っていな

いです。大分は祖母山とかあっちのほうに行っ

て、下のほうに下りる。主に山のほうをずっと

走っていた経験があります。そういったことの

経歴が考慮されてかどうかわからないですけれ

ど、先ほど岩屋先生から紹介がありました、自

転車活用推進法が２年

半ぐらい前に施行され

たときに、この本部の

事務局次長を拝命しま

して、それから２年半

ずっと、政府の自転車

の取りまとめとして本

部で働いております。

そういった中で、少しいろんな政策活用の話を

させていただこうと思います。

　きょうは幾つか、サイクルツーリズムだけ話

すというのもあれなので、最初は自転車の現状

課題等をお話しながらサイクルツーリズムにつ

いても考えていきたいと思います。

　まず最初に自転車をめぐる現状と課題という

ことで、幾つかお話させていただきたいと思い

ます。まず自転車が日本にどのくらいあるかと

いうと、これは自動車と違って、登録制度があ

るわけじゃないので、誰が数えているかという

●記念講演

「サイクルツ－リズム推進に向けた取組」
国土交通省 自転車活用推進本部事務局 次長　　大野 昌仁
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ことにもなるんですけれど、推測も混じったも

のになるんですけれど。かつて自転車は、自

動車より多かったんですね。自動車がどんどん

どんどん増えて、いずれも頭打ちをしていま

す。自転車もそうですけれど。大体、統計的に

１０年過ぎたころに逆転されまして、そういっ

ても大体似たような数字になるんですね。７、

８千万台あるということで、これが世界的にど

うかというと、１位は中国ですね。中国は桁違

いの数で、４億近い数字。かつて、２０年ぐら

いまででしょうか、２０年ぐらい前に中国に

行ったときに、中国がものすごく発展していま

した。町の中は自転車だらけの状況でしたの

で。それは今でも変わらないです。自動車が増

えたといっても桁違いです。２番目は実はアメ

リカなんですね。アメリカのいろんなハリウッ

ド映画等を見ても、町の中で子供が移動するの

は大体自転車ですね。古い映画からですよ。ア

メリカはもうモータリゼーションが起きる前、

１９００年ぐらいから既に自動車の世界になり

つつあったわけです。それ以前は、通勤等、何

で行っていたかというと自転車です。自転車王

国です。それが大体１億２千万ぐらい。３位が

ドイツです。ドイツも自転車なんですね。大体

ヨーロッパの人口当たりでみるとわかるんです

けれども。いわゆる自転車先進国と言われてい

たオランダ・ドイツ・デンマーク、かなりヨー

ロッパの北の国々が多いんですけれども、これ

は地形的にも、ものすごく平坦な地域なんです

ね。そういう地域で気候もいいと、安定してい

るということで、自転車がかなり中心になって

いた。日本は４位です。それ以降の５位とかを

台数的に見ると、この４カ国が多いということ

が一目瞭然でわかるんですね。オランダあたり

は、一人当たりにすると１台以上。ですから一

人２台持ちとか、大体オランダあたりは通勤、

通学は当たり前のように自転車に乗っていたり

する。プライベートで遊びに使う自転車は別に

用意して持っているということですね。日本は、

そこまでいかないですけれども、人口的に見る

と二人に一人ぐらい。これが、日本の世界的な

位置づけであると思います。

　大体どのくらい自転車が交通の中に位置づけ

があるかということですが、大体１割ぐらい。

１３％です。人が移動するのに、どういう交通

手段を使って移動しているか。　いわゆる自転

車先進国と言われているオランダ・デンマーク、

これが大体２７％、全体的に２０％超えだと。

日本は、それでも１３％ということで３位なん

ですね。実はものすごく自転車を使われている

国だというのがわかります。

　以下は、使い方を見れば、台数が多かったド

イツであるとか、そういうところ。アメリカは

車社会ですから、まず当然そうなるんですけれ

ど。かなり使われている。

　さらに増やしていこうということは、つまり

ドイツとかデンマークに近づけていこうという

ことを意味しています。これが難しいんじゃな

いかということなんですけれど、そのヒントと

なるのが、都市別の利用状況を見てもらえれ

ば。これは通勤、通学目的。都市別はですよ、

この区分けしかないんですけど大体関連してい

ます。余り変わらないです。それを見てみると

大阪２８％、オランダを超えてますよね。大阪、

町中にいてもわかりますけれども、間違いなく

王国ですよね。自転車が縦横無尽に走り回って

います。大阪というのは、実は都市的に見ると

世界に冠たる自転車王国なんですね。２番目は

松山２１％。私のふるさとでもありますけれど

も、相当乗っています。岡山、こういう地域、

２０％越えをした地域。それに比べて沖縄とか

横浜、神戸、横浜神戸というのは坂が多いので、

自転車ではものすごく不利な都市だというのが

わかるんですけれど。沖縄はそれに加えて暑さ
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とかそういうものも影響しています。ただ、い

ずれにしてもそうではないけれども低い地域と

いうのがあるわけですね。これをどんどん底上

げしていけば、必ず日本全体は上がるであろう

ということ。これは、私はあり得るというふう

に思っています。

　その一つの狙いというのは、日本も自動車が

普及して、特に地方では自動車の移動というの

が発達していったんですけれど、自動車の移動

の約４割は５キロ以内。ほとんどが一人で移動

しているんですね。自転車も大体、５キロ未満

の移動がほとんどなので、その使われ方という

のはかなりダブるものがあって、地方に行き

ますと、近所のコンビニに買物に行くのもスー

パーに行くのも、近くても車で移動するという

ようなことも多い状況です。そういう個人乗り

で近場で乗るというのは、自動車へ転換する可

能性があるというふうに思っています。

　あとこれまで政府が行ってきた取り組みとい

うのが、一番多いのは、メインは事故対策です。

かつては自転車で２，０００人を超える人が亡

くなったと。その事故は、交通事故が全体に増

え続けて。２万台に近づいていく時期もあった

んですけれど。それからどんどんどんどん減っ

ていってます。自転車についてみれば、どうい

う事故対策になるかと言いますと、歩道をつ

くって、歩道の上に自転車を上げていくという

政策を取ってみたり、その結果、どんどんどん

どん減っています。今は、自転車に乗っていて

の死亡事故というのは５００人を切っている状

況になっています。それは全体的にも車を含め

ても、３，０００人台になってきているという

ことです。

ただ、問題はやはり自転車を歩道に上げるとい

うことを中心にやってきたために、自転車と歩

行者の事故を見ますと、全体的な事故というの

は、この４年間でも５割減っています。だけど

自転車対歩行者の事故というのは、１割しか

減ってない。これは自転車全体の事故になりま

す。今は、これをどうするのかということが、

非常に問題になっているということです。

　それで何をやっているかというと、またどん

どん歩道から自転車を、歩行者と自転車を今度

は分離していこうということで、一つやってい

るのは、自転車道の整備。あと路面に矢羽根と

いって、車道を走らせるときに、そこを自転車

が通るんだということをドライバーに気づかせ

るということを表示を進めているということで

す。

それで、ネットワーク計画ということを策定を

実際に進めておりまして、今１７０ぐらいの自

治体で策定が進んでおります。整備の延長も大

体２，０００キロぐらい進んでいったというよ

うな状況です。まだこれも始まったばかりです

ので、事故対策、歩道を自転車が通るというこ

とを、もう私が１０歳ぐらいのときにありまし

た。もう４０年ぐらいは、ずっとそういう指導

をやってきているんですね。私が中学校のとき

に自転車通学をしていたんですけれど。自転車

で通学して、車道を車と同じスピードでぶっ飛

ばしていたら、パトカーが後ろから来て、「そ

この自転車、歩道に上がりなさい」という指導

をパトカーから受けていたんですね。そういう

教育をずっと今の大人たちは受けていたので、

大人にいきなり車道におりろと言っても多分無

理だと思います。この歩行者と自転車を分離す

る動きというのは、おそらく今の子供たちがそ

ういう教育を受けて、大人になるぐらいまで経

たないと、これというのは徹底しないというの

は感じたりしますが、やらないと、この問題は

解決しないので、ハードの整備とあわせて取り

組みは進めていきたいと思っています。

　あとこれまでの自転車政策は、事故対策とも

う一つの大きな柱というのは、放置自転車対策
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です。駅前にあふれかえった自転車をどうする

かというのが課題だと思います。これは駐輪場

の整備ですね。駅周辺に駐輪場をどんどんどん

どん作っていきまして、ものすごい台数です。

今も駅周辺にある駐輪場というのは、５００万

台に近づく台数の駐輪場があります。そのお

かげで、放置自転車、一日当たりに駅周辺にあ

ふれかえっていた自転車というのが１００万

台あったわけですね。それがどんどんどんどん

減って、今は６万台まで減っています。実際に

この自転車の負の側面というのは、ほぼ解消さ

れてきたということです。あわせて放置自転車

対策というのは、たとえば私が今まで東京に住

んでいたときに、一番自転車で気にするのは駅

に行ったときに、そこで駐輪場があいてるかど

うかということなんですね。駐輪場が整備され

ることによって、駅に自転車で行くのはほとん

どストレスがなくなったんですね。行けば必ず

ある。これは大きな自転車の利用の変化をもた

らすということになっています。

あともう一つ、自転車について大きな変化と

なっているのは、自転車のいろんな車種別で見

て、今何が増えているかというと、スポーツ車

が増えていますね。ロードバイクの物、そうい

うところも含めてものすごい勢いで増えていま

す。あと、電動アシスト車が増えています。そ

ういった多様性というのは、何で利用するかと

いうのがあらわれていて、運動不足だとか、エ

コを考えてとか、ストレス解消とか、自転車に

ただ単に乗る道具としてではなく、いろんな目

的によってそれと自転車の電動アシスト車の存

在というのが大きな変化をもたらしつつある

と。

電動アシスト車の位置づけを別の側面から見る

と、日本の中で売れている自転車の台数、かつ

ては１，０００万台以上売れていたんですが、

今は大体７００万台ぐらいです。年間日本の中

で売れている。その内、日本国内で生産される
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自転車というのは、どんどん減っている。これ

は、２００５年からちょっとだけ別れますけれ

ど、スキルが全然違います。もともと日本国内

で売れていた自転車は、ほぼ全てが国産車だっ

た時代もあるんですね。それが関税を見直した

結果、どんどん急激にほかのあらゆる製造業に

共通する部分でもあるんですけれど、落ちてき

て、今ここに落ちついているんです。最近は、

割合増えてきているんです。１０％ぐらい増え

てきました。その上昇の理由になったのが、電

動アシスト車ですね。それがどんどんどんどん

台数が増えていってると。今は、国内で生産さ

れている自転車の半分は電動アシスト車なんで

すね。電動アシスト車がどんどん増えてまし

て、その増え方というのは、東京であれば、大

都市ではものすごく顕著です。都心を走ってい

る自転車は、ものすごくこんなレベルじゃなく

て、ものすごい割合が電動アシストになりつつ

ある。

　それによって何が起きたか。先ほど都市部で

自転車がいろいろな使われる割合が都市によっ

て差があるという中で、坂が多い都市というの

は、ものすごく自転車にとって不利だったわけ

ですけれど。この電動アシスト車が普及するこ

とによって、そういった坂が多い、東京もその

都市の代表なんですけれど。そういう都市で電

動アシスト車が増えることによって、実は自転

車を利用する人が増えてきています。３人乗り

も認められていますので、子育てする人たちに

とっては必須のアイテムになってきていると。

社会的に大きな変化を持った。またｅ－ＢＩＫ

Ｅと呼ばれているようなスポーツタイプで電動

アシストを利用した、これがいろんな地方にも

徐々に普及してきてまして、それがどういうふ

うになるかというと、山岳部で山のように坂、

気軽に観光では周れないんですね。自転車では。

それは鍛えたらできますけれど。そういうとこ

ろでも自転車で楽に観光ができるようになると

いうことを意味しています。

　そういった自転車の変革期というのが、これ

からの地方のサイクルツーリズムに大きく影響

を与えてきているということです。

　またシェアサイクルの状況ですけれども、ど

んどん増えていっているという状況です。そう

いった中で、自転車活用推進法という法律が議

員立法で前回、先ほどビデオレターで挨拶され

ていた岩屋先生、それから先ほど紹介のありま

した穴見先生もそうなんですけれども、自転車

活動推進議員連盟という超党派の議員連盟があ

りまして、お二方とも役員で、中心人物なんで

すね。ですから大分というのは、政治的には、

私どもが一番御指導を受けている先生がかな

り多いところなんですけれども。そういった先

生方が中心になって議員立法でできた法案です

が、中身はそんなに細かな規定はないんです。

目的は自転車の活用を総合的、計画的に進めよ

うということ。総合的というのは、何だと。計

画的というのは何だと。計画的というのは、も

のすごくわかりやすくて、自転車環境推進計

画、自転車に関する計画というのは、今までな

かったんですね、制度が。それをちゃんと計画

をもって、きちんと自転車の活用を進めて行こ

うよという。総合的というのは、今までは例え

ば警察であれば、交通安全。内閣府もそうです。

環境省は温暖化にあわせて、自転車の普及促進

を図ろうと。経産省は安全な自転車の製造にか

かわっているとかですね。国交省も観光イメー

ジであるとか、自転車の通行の関係であるとか、

いろんな役所がそれぞれの役割を果たした。そ

れを一体的、総合的にやろうよと。縦割りを排

して自転車に取り組むという体制をつくったん

だと。

それでつくった自転車活用推進計画というもの

が２０２０年までで、目標と施策と措置という
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ものを追い続けている。四つの目標を設定して、

そのうちの一つの目標がサイクルツーリズムの

推進ということです。ただこれは膨大な多岐に

わたるものですので、都市内であればスポーツ、

健康、あと安全安心、ものすごく多岐に渡りま

す。

　国が計画をつくって、大事なのは、このまま

地方公共団体、実際に計画をつくっていきます。

ここでつくられているのが、今年の前半までに

つくった自治体ですけれども。大分も先ほど今

つくっているということですけれど、都道府県

は、大体今年度中にはでき上がってきます。あ

と市町村もちらほらできてきていますけれど、

今考えている自治体が策定を進めているという

状況になります。

　これからサイクルツーリズムですね、推進の

考え方について、いろいろ共有させていただき

たいと思います。

　日本の観光で課題になっているというのは、

何なのかというとゴールデンルート、今はだい

ぶそれが崩れ始めたんですけれど、やっぱり外

国から来る観光客はゴールデンルートにものす

ごく集中している。それをほかの地域にもいき

わたらせていこうということ。これは観光なん

かの課題と思っております。そのツールとして

活用できるのが自転車。自転車は何が違うのと。

観光は歩いてでもできるんです。自動車でもで

きるわけです。公共交通を使ってもできるんで

す。スケールが違うんですね。味わえる爽快感、

そういったものを感じられる。周遊の範囲、見

方に変化するということでかなりほかのものと

は違った観光を提供できるということがこの自

転車の特徴です。

　さらにいろんな観光もいろんな取り組みがあ

るんです。そこに何が違うかというと既存の資

源が活用できる。あと民間と連携して比較的に

小規模な整備で環境が確保できるんですね。大

きな費用がかからないです。それで考えるとい

ろんな地域で、短期間に取り組むことができる

と。

自転車は楽器みたいなもので、まあ難しい楽器

はものすごいスキルが必要ですけれども、簡単
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な楽器はそうではないですよね。言語や文化は

壁がない。ヨーロッパの人が来ても、どこの人

が来ても自転車に乗ることさえすれば、そこで

観光ツールとして成立するということです。

　それがゆえに、いろんな魅力を高めるという

ことで、外国人観光客を来訪することを促進で

きる可能性が高い。さらに書いてはないですけ

れども、もう既に世界的に観光ツールとして確

立しているということがあります。日本よりも

ほかの地域で、自転車をつくったサイクルツー

リズムというのが盛んだということですね。で

すから、そういった文化というのが日本に根づ

いていけば、海外のもう既にそういったものが

発達している国々から、日本に来る可能性が非

常に高いということです。

　政府が進めようとしているサイクルツーリズ

ムの推進の考え方について、お話させていただ

きたいと思います。

　一つが、四つの観点が私は重要ではないかな

と思っています。これは地域によって、かなり

考え方が異なりますし、人によってかなり違う

部分もあるかもしれないですけれど、国が進め

ようとしたこの四つの観点。一つが走行環境の

確保です。走る環境ですね。二つ目が拠点・受

け入れ環境を確保する場所、三つ目が魅力をつ

くるということ。これが一番ベースになる環境

ですけれど。さらに一番重要なのが情報発信で

すね。ものすごく重要で、地域で幾らいい取り

組みをしても、いい宝を磨き上げていても、知

らなければ誰も来ないですね。わからないです。

本当にわからないですね。もうこれで損してい

るという地域が本当に多いです。この四つの観

点が重要だということは、頭に入れて、いろん

な取り組みを紹介していきたいと思います。い

ろんな地域、いろんな取り組みがあるかと思い

ます。四つの取り組みをやって、全て網羅して

いるというところは、なかなか少ないですね。

どこかが抜けている。でもその観点を意識して、

その地域の取り組みを見つめ直せば、その地域

の何が弱点なのか、何が不足しているんだろう

ということを気づくきっかけにはなると思って

います。これは先ほどの、自転車でまとめます

と受け入れ環境、拠点がスポーツの拠点、持ち

込み環境、あと走行環境ですね。走行する空間、

案内表示とかですか、魅力づくり。そして情報

発信ですね。その三点からお話ししていきます

と、例えば、受け入れ環境の確保。自転車を持

ち込む環境というのが重要ですと。外から自転

車にその地域で乗るためには、自転車がないと

だめなんです。じゃあ自転車に乗る人はその自

転車をどこから持ってきているか。よそから自

分の自転車を持ってくるか、そこにある自転車

を借りるしかないんですね。持ち込む環境、こ

れがものすごく重要です。その地域でいえば、

どこから入ってくるか。それを意識することが

重要で。例えば、この地域だったらこうなるん

だ。ＪＲの駅に。どこから来るのか。それを明

確にしていくということですね。島であれば

フェリー乗り場、空港であれば空港にと、どう

いった設備を整えていくか。これがものすごく

重要です。新幹線の駅の場合もあります。

　次に休憩するスポット。受け入れ環境として

ですね。これはいろんなところ、民間施設をそ

のまま協力が得られれば、あっという間にでき

る話なんです。例えばコンビニであるとか、普

通のスーパーもそうです。喫茶店がなっている

ような地域もあります。そういったところが指

定を受けて、一定のサービスをサイクリストに

提供する準備がある。これは多ければ多いほど

いいんですね。安心して走れます。ものによっ

ては、道の駅とかはあっという間にやりやすい

です。例えば空気入れがあるとか、トイレが利

用できるとか、水が確保できるとか、自販機が

あるとか。そういったものを。大きい物になる
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とレンタサイクルとか着がえるスペース、そう

いったものまで備えてあります。

　あとは商業施設、レストラン、ショップ等を

備えて、拠点というのが非常に増えつつある。

あと走行環境ですね。走行環境の整備というの

がなぜ必要かと。またその前提が何なのかと言

いますと、まずルートが決まっていなきゃいけ

ないということですね。ここのルートを、この

地域は外から入ってくるサイクリングのルート

にするんだというと、そこの空間の安全対策を

きちんとやらないといけないということです。

迷わないようにする。それと安全なルートに仕

上げる、それが必要になります。それは徐々に

グレードアップすればいい話しであって、いき

なり完成形じゃなくてもいいわけです。ですか

ら、ものによっては、車と一緒に走るようなと

ころでも矢羽根で処理をしたりですね、専用

道になっているようなところもあります。そう

いった元々ある自転車道みたいなところを踏み

込みながら整備をするということもあり得る。

　次に重要なのは、路面標示、案内看板ですね。

誘導しなければならない。迷わないようにしな

ければならない。その前提に必要なのは、当然

そうすると紙のマップと現地の総合空間と案内

するシステムが連動してないといけないという

ことがわかると思います。この三つが連動して

いて初めて、そこにルートが成立するので。地

域によっては、「マップをつくりました」といっ

て、このサイクリングルートでマップを配布し

てますといって、現地に行くと何もないという

ところが多いですけれど。自転車乗りは、地図

を見ながら、昔はハンドルの間に地図をはさん

で見ながらにらめっこで走るとかいうのが、今

は地図を見ながら走ることはできません。無理

ですね。そうするとマップというのは、事前に

見るしかないんですね。現地で必要なのは表示、

きちんとした表示をつくるということ。安全で

迷わないようにするということ。これはものす

ごく重要です。ですから、前提はルートがきちっ

と決まっていると。案内板もそうですね。統一

された案内板も見やすいところにあるのかどう

か。

　次に重要なのは、地域の魅力で、今までのマッ

プがあってルートが決まって、案内が現地に走

るところは用意しても、魅力がなければ誰も来

ないと。魅力があったほうが来る。それについ

ては、どの地域でもここは人が肝心になります。

誰がこれをうたっていくのか。そういった情報

発信も含めて、魅力の発掘、それを自転車に結

びつけていくという取り組みがルートの価値を

高めるということにつながっていきます。

　あとは、ユーザーに対しての情報発信ですね。

ユーザーとの連携で魅力をつくっていくという

こともあります。あとは、重要なのは組織・体

制づくりですね。いろんな人が、行政だけじゃ

できないです、これは。ですから行政といろん

な関係者が加わった組織、また協議会のほうが

すぐできるんですが、そういった組織をつくっ

てくださいね、ということをあげています。こ

れが一番機能しているところが、一番磨きやす

いですね。関係者とやるということ。

　広域連携をはかる。いろんなところと地域と

連携している。あとマップに色々な情報がある。

これは当たり前の話ですよね。いろんな情報を

一元的に、組織で中心になって発信している。

あとは、ＳＮＳや動画を活用して情報発信して

いく。情報発信は本当に大事です。そういった

ことをずっとやっていくという取り組み。これ

をいろいろ進めようとしてやっているのがモデ

ルルートの取り組みでして、そういった協会を

つくり、いろんな取り組みをやるというのを全

国各地で進めていると。西高東低なんですね。

見てもらえるとわかります。西は九州は結構熱

心なところ。その他の地域も魅力はあるんです
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が。あ、北海道は熱心ですね。東北とかは自転

車乗りの魅力がものすごく満載の地域なんです

けれども、実は遅れていると。そういった取り

組みを進める中で、モデルルートで一番でかい

のが太平洋岸自転車道です。構想で５０年近い

構想ですけれども、まだ完成していません。今、

全力で県だけで６県、１，４００キロですね。

こういった案内表示に矢羽根をつくり続けて、

来年までに完成します。本気でやればできるん

だという。あとは、ナショナルサイクルルート、

これはヨーロッパでも似たような制度でありま

すし、この間、制度を作りました。これは国が

指定をする制度でございますが、要件が決まっ

ております。この要件がいろんな人の思いが詰

まっている要件なんです。ホームページにも出

ていますので、見ていただきたいのですが、延

長１００キロを超える。表示であるとか、そう

いうゲートウェイ、これは入り口の、あとは休

憩室。こういったものをやる制度というものを

作って、３ルートを指定します。一番大事なの

はゲートウェイですね。ルートを整備するとい

うのも大事なんですけれども、入り口をどこに

設定するか、それがそのルートの性格を決めま

す。そこのルートで走りたいと思ってもですね、

走るためにはどこかへ行かなければいけないで

すね。特に車の人。そこに行けば自転車が借り

られる。そこを目的にしてくださいよというと

ころを徹底的にＰＲしないと、磨き上げないと、

そこでどんどん勝負がついてしまう。これがな

いところが多いんですね。どこへ行けばいいの

か、ルートはあるのに。そういうものも３つ指

定しました。後で紹介があります。しまなみも

そうです。

　最後に広域的な連携について、ちょっと簡単

にお話させていただきたいと思います。これは、

南島原市がつくった自転車活動推進計画の中か

ら抜粋したものです。いろんな地域で、大事な

のは地域地域。やっぱり自治体ベースで考えま

すので、九州の中でもものすごくいろんなとこ

ろでサイクルルートが考えられているんです。

国東もそうですね。阿蘇も島原も天草も、その

一つ一つの小さな地域だけだと、一番弱いのは

情報発信です。一つのところだと魅力がものす

ごく限られている。目立たないんですね。自分

らが外に打ち出していくときには、魅力があっ

てしかも熱心に取り組んでいる地域同士が手を

つないで、それを打ち出していくということは、

大きな構想が大事だということですね。ここで、

南島原市が打ち出したのは、九州横断サイクル

という構想です。これは国東のほうから大分ま

で、天草に至る一連のルートをイメージして。

これはなぜこのルートになるのかというと、こ

れは走っているだけで、ものすごく資源をいっ

ぱい抱えているんですね。阿蘇であり、やまな

みハイウェイであり、途中つなぐところがもの

すごく充実している。要所要所で熱心な地域が

活動を盛んにしていけば、将来発展するルート

になるなというのは感じています。

こういったところが広域的に横に連携をしなが

ら、情報発信して、一つのルート構想を打ち出

しているということが重要です。今回打ち出し

ている、瀬戸内海西側地域が連携するという、

今回の五つ星の構想ですけれども、必ずこう

いった一つの魅力ある地域がいろいろ出てこな

いと、なかなか構想だけということになりかね

ないので、ぜひ磨き上げていっていただきたい

と思います。太平洋岸自転車道も苦しんでいる

のは、そこだけなんですね。でも、最近思って

いるのは、四国１周のようにブランドだけで勝

負する。要するに、途中何があろうが、突っ走

るぞというコースもできているので、そうかと

いう、それはあり得るんだという。でも四国は

お遍路の地域で、かなり歴史的な文化があって、

四国を１周回るという文化があった上での話か
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●事例発表

「最近のしまなみ海道サイクル事情」
愛媛県 企画振興部 サイクリング普及調整監　　坂本 大蔵

なと思っています。五つ星が成功する鍵は、こ

ういったいろんな地域がものすごく活動し、そ

れらを結びつけていくという発想が私たち重要

じゃないかなというふうに感じています。簡単

ではございますけれど、サイクルツーリズムに

ついて皆さんと情報共有できたらと思います。

御清聴ありがとうございます。

司会　大野様、大変貴重なお話ありがとうござ

いました。皆さん、どうぞ拍手でお送りくださ

いませ。

（拍手）

　続きまして、「最近のしまなみ海道サイクル

事情」と題しまして、愛媛県企画振興部サイク

リング普及調整監・坂本大蔵様より事例発表を

お願いいたします。

坂本 大蔵氏（以下、坂本氏）

　それでは、皆さんこんにちは。愛媛県から参

りました企画振興部でサイクリング普及調整監

をしております坂本大蔵と申します。

　私のほうもしまなみ海道、広島県と愛媛県、

両方にある海道なんですけれども、両県を代表

して愛媛県のほうから、最近のしまなみ海道サ

イクル事情ということで、いろいろグラフとか

数字等を交えて、状況を皆さんにお伝えしたい

と思ってやってまいりました。

　私自身、自転車を趣味で長いこと乗っており

まして、もう２７年になります。幸いなことに、

国東半島のほうにツール・ド・国東という大会

がゴールデンウィーク

にありまして、２回ほ

ど走りました。昨年は、

１ 泊 ２ 日 で 国 東 半 島

をゆっくり走ったりし

まして、今回も車で来

させていただいて、やっぱりいいところだなと

思って見させていただいているところです。

　しまなみ海道自身はですね、３３万人のサイ

クリストが訪れるエリアになりまして、本日は、

これまで開通して２０年なんですけれども、そ

の２０年の歩みと見えてきた課題を御紹介でき

たらなと思います。

　お席のほうに今回のパワーポイントの中で特

に見づらいところを紙１枚にして両面コピーで

お渡ししております。そのページになりました

ら、ぜひご覧になっていただければと思います。

　こちらは、画像のほうは今治側の来島海峡大

橋３連吊り橋の部分であります。橋の部分が４

キロ、取付け道路が今治側と向こう側で１キロ

ずつで６キロ。ちょうど行って帰って、ファミ

リーの方にちょうどいいぐらいの距離になって

います。

　しまなみ海道は、ここにありますように愛媛

県と広島県をつなぐ、この部分の橋がしまなみ
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海道と呼ばれています。大体全長で約７０キロ

という形ですね。歩いても渡れる、自転車でも

渡れるというところが、ほかの明石海峡や西

瀬戸自動車道とは違うということになっていま

す。ちょうどここに赤い点線があります。これ

が広島県と愛媛県との県境になっております。

　しまなみ海道の自然景観、もう走られた方も

たくさんいらっしゃると思うんですけれども、

こういう形で車道部分と、ここに見えている部

分、約２メートルちょっとなんですけれども、

この部分が自転車で走れる、人も歩けるという

部分です。１２５ｃｃ以下の原付自転車は、こ

の向こう側をバイクが走るということになって

います。

　こちらは景観ですね。新国立競技場を設計し

た隅研吾さんが大島の亀老山展望公園をつくっ

たところからの景観は、橋がきれいに見えると

いう状況。

　それから愛媛県と広島県の県境にある多々羅

大橋というのがあります。ちょうどこの橋の真

ん中部分に県境があるんですけれども、この公

園のこの部分にこういうような、サイクリスト

の聖地碑というのを設置しまして、しまなみに

来たらここで写真を撮ってというところの仕掛

けになっているところであります。

　どういうきっかけで、愛媛県は自転車を進め

てきたかというところを少し年表にしている

んですけれども、実はそんなに長い年数では

ございませんで、今の中村知事が就任したとき

から、今の知事が３期目になりまして９年の歴

史であります。知事が就任したときまでは、自

転車と言うのは本当に競技の世界で少し、とい

うぐらいのところだったんですけれども、知事

が公約でしまなみ海道を世界に情報発信したい

大島：亀老山展望公園（設計 : 隈 研吾氏）
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というのを言っておられました。じゃあ何をど

うやってやるかというのが、就任当時の２２年

１１月、１２月ぐらいには、明らかになってな

かったんですね。その後、知事は松山市長時代

に台湾との交流を非常に望んでいたという経緯

や、台湾が自転車の先進国としてＧＩＡＮＴと

いう会社、大きな自転車メーカーがあったりと、

台湾を１周する文化があったりというところ

で、知事が台湾に目をつけて、ＧＩＡＮＴの劉

会長とお会いしたんです。これが２３年の１１

月なんですね。このときに自転車新文化という

考え方を聞いて、「これはいいね」というとこ

ろから、じゃあ自転車の施策をやって、しまな

み海道がちょうどあるなと。じゃあそこを世界

に発信していこうじゃないかというところで、

この年表にあるように、しまなみという地区を

見ていただこうと劉会長をお呼びしてサイクリ

ングをしました。それから知事がみんなに呼び

かけてやったサイクリング、そして高速道路を

通行規制してやったサイクリング大会というの

が、２５年２６年２８年、３０年にもやってい

て、サイクリングしまなみ２０１８ということ

でやっているんですが、そういう形でしまなみ

海道を軸に愛媛県の自転車施策が進んできたと

いっても過言ではないと思います。

　そうした中で、愛媛県の自転車新文化という

のは、どういう立てつけでやっているのかとい

うのを先にちょっと説明させていただきます

と、こちらです。健康・生きがい・友情づくり。

自転車というのは、本来、移動手段という目的

だけではなくて、その自転車が健康や生きがい

や友情をつくり出すツールになるということ。

じゃあ、その自転車のこういった面を活用し

て、交流人口の拡大による地域の活性化を図ろ

うじゃないかという打ち出しです。要はスポー

ツの振興とか、趣味の方を増やそうというので

はなくて、お金もうけをしようやないかと。人

がどんどん来れば、その地域にお金が落ちる。

そういうことをどんどんやっていこうというの

が、当初からの目的でございます。
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この目的に対して、何をやるかというので、目

標として定めたのがしまなみ海道をサイクリス

トの聖地にしようというところ。そして実需の

創出のためには、地域活性化のためには、しま

なみ海道に来たお客さんを含め、愛媛県全体に

来ていただく仕掛けをつくろうと。これが愛媛

県のサイクリングパラダイスの構想と。

　もう一つ言いますと、さらにそこから四国一

周にも走ってもらうと。サイクリストは、１日

１００キロ軽く移動しちゃうんです。きょう松

山に泊まった人は、次の日には高松とか、高知

に移動しちゃうんです。それなら「愛媛にど

うぞ来てください」だけで物足らない。そした

ら、先ほど大野参事官からもお話がありました、

ちょうど四国一周のお遍路の歴史は１２００年

の歴史がありますから、おもてなしの文化で、

こちらにありますけれども、四国１周の取り組

みをやっていこうと。こういう地域の活性化と

いう軸で見れば、しまなみ・愛媛県・四国とこ

ういう流れでやってきた施策になっておりま

す。

　そうした中でしまなみ海道にどういうことが

起こっているかということで、事例紹介させ

ていただきますと、これは本来であるといい

ますか、普通であれば車が走る車道なんですけ

れども、こんなふうにみんなでサイクリングを

すると。これは、２年に１回なんですね。最初

は３，０００人規模で２０１３年に１回やった

んですけれど、それは試験的なもの。その後

に７，０００人でやって、２年後、１年あけて

３，５００人でやって、さらに１年あけて７，

２００人でやってという形で、大規模、中規模、

大規模、中規模という形でやっていくと。そう

なると来年２０２０年は３，５００人規模でや

ろうというふうに決まっています。

　この大会の立てつけというか、考え方は、要

はこの日一日を楽しんでもらうというのももち

ろんですけれども、残りの３６４日にも来ても

らうための大会という位置づけで、いかに魅力

発信をするかということに重きを置いていま

す。

　これはしまなみ海道と台湾との連携です。知

事が最初から自転車先進国である台湾を参考に

しようというふうにしてきましたから、台湾の

自転車がたくさん集まる地域に向けて、いろい

ろ交流協定とか、一緒にやっていく友好の協定

を結んできたというのがあります。

　そうした中で、今現在しまなみ海道でどうい
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う効果があったかというところをお示しするの

に、定性的には人がたくさん増えた。外国人の

方もたくさん来るようになった。白人の方も増

えたね、というのがあるんですけれども、本当

に定量的にわかるのは、レンタサイクルの貸し

出し台数の推移だけなんです。

このレンタサイクルの貸し出し台数、ここで切

り取っているのは、この２２年から３０年の右

肩上がりの部分だけですけれども、お手元にあ

りますこの表ですね。しまなみ海道の推移と現

状というところをごらんになってください。

開通した平成１１年５月１日のときには、年間

で７万台を超えるレンタサイクルがありまし

た。これは上の赤い斜線の部分が愛媛県の貸

し出し台数。下の青い部分が広島県の貸し出し

台数になっています。当時７万台いってた、そ

の後、翌年には４万４，０００台。その次には

３万、一番少ないときは３万台を切りました。

どすんと落ちたんですね。これは、何が起こっ

たかなんですけれども、実は今から２０年前の

レンタサイクルは、実はママチャリしかなかっ

たんです。当時は、コンビニもない。道案内も

ない。マップもない。どこに行っていいかわか

らない。こういう状況で、僕らはみんなと一緒

に走って、あそこに行こう、ここに行こうとやっ

ていたんですけれども、今のようにグーグル

マップが闊達にあるような時代ではなかったん

ですね。スマホもなかった。そういう状況で来

たけれども、全然楽しめないやんということで、

どすんと落ちていったんです。

　この落ちていった中で、この矢印、下のカッ

コと矢印は意味があってつけていますが、この

落ちていった状況を見て立ち上がったのは、地

元の方なんです。ＮＰＯ法人シクロツーリズム

しまなみというところの方が、平成２１年に矢

印があるんですけれども、自分たちがＮＰＯ法

人を設立しました。これは「自転車でしまなみ

を何とか盛り上げていこうや」という動きだっ

たんです。いきなり設立したんではなくて、そ

の前の１７年、１８年、１９年の３カ年に愛媛

側の島ですね。伯方島、大島、大三島という島

にサイクリングのルートづくりをしたんです。

地元の方を集めて。こういう全然、人が来てな

いようなときに、地元の方が一生懸命そういう

のをやってくれた。この３カ年で島にコースを

つくった。平成２０年は、スローサイクリング

を提唱したんです。２１年に自分たちでＮＰＯ

をつくった。こういう状況の中で、この上の

三つにあるのは何かということなんですけれど

も、これはＳＮＳのサービス開始なんです。こ

この一番最初の矢印は、ツイッターのサービス

開始。次の平成２２年はフェイスブックのサー

ビス開始です。最後この部分というのは、イン

スタグラムの日本語版のサービスの開始。

要はスマホがちょうど、広がるようになったと

いうのに合わせて、ＳＮＳで発信が始まってい

たという。そしたら、今まではホームページと

かブログを持っている方しか、発信がなかった

時代、それが今はスマホで写真を撮れば、１０

人が１０人、いいところを全部紹介できるよう

な流れになったんですね。そういうところに加

えて、２３年度から知事が本格的に自転車をや

るぞということで、県が大きく資本や事業を投

下し始めたんです。大会をやった。そういう効

果があって、このグラフのとおり、しまなみ海

道のレンタサイクルは倍増していくんですね。

なかなかこんなふうに増えるコンテンツって、

この時代にあるでしょうかというところなんで

す。

　仕方なく平成３０年度は、豪雨災害の影響で

どすんと減ってしまったんですけれども、これ

が実は外国人の方は、今の表の下にあるんです

けれども、平成３０年は全体数は減ったんです

けれども、外国人の方が増えているんです。し
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かも１６．７％増えている。外国の方に対して

も、少しＰＲができているなというのが見て取

れますし、この上位の７位８位ぐらいのレンタ

サイクルの貸し出し台数のところを見ていただ

きたいのですけれども、大体上位の国というの

は、ほぼ決まった国が上ってきています。とい

うことは、しまなみ海道ももっと売っていこう

というふうに考えれば、この上位の国に対して、

何ができるかというのを考えていけば、そのＰ

Ｒの方法になるのではなかろうかと、そういう

ふうに僕らは考えています。

　少し戻りますけれども、さっきの表なんです

が、レンタサイクルの台数というのは、今年の

統計といいますか、目視による調査で大体４割

ぐらいの方がレンタサイクルだと。残りの６割

にマイバイクの方がのっかっているというふ

うに考えまして、この１３万台の台数をここの

新聞報道によると３９．７％割り戻すと、大体

３３万人のサイクリストが訪れているという計

算をしております。

　少し進みますが、こちらです。もう一つ定量

的にわかる数字としては、今治市が発表してい

ただいているんですが、観光客数の推移です。

こちらの外国人の宿泊者数がこの５年間で２倍

を超えているというデータが取れています。も

ちろん外国人のレンタサイクルの利用者数も２

倍なんですけれども、これは自転車で来た外国

人の方は、今治にも泊まってくれているなとい

う状況が見て取れていると思います。

　その状況を今、皆さんのお手元の紙の裏に大

きくお示ししているんですけれども、年表にし

まなみ海道でやってきたこと、それからどんな

形で進めてきたかというのを説明していきたい

と思います。パワーポイントとしては見えない

ので、資料をお手元にお配りした次第なんです

けれども。

注目すべきは、右から２番目のサイクリング環

境整備等というところになります。これは、一

番最初のレンタサイクル事業は市が、今治市が

資本を出してやった。次はＪＲがサイクルトレ

イン。平成２２年のブルーライン、このブルー

ラインは、広島県側が最初にひいて、その効果
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を知った愛媛県が平成２３年に「愛媛もひきま

す」ということで一緒になってひいたと。２３

年からのサイクルオアシス、それから２４年の

島走サイクルレスキュー、それから２５年の

しまなみ自転車旅の宿、これは愛媛県の財源で

ＮＰＯ法人に託して事業をやってもらったとい

うところです。その後、２６年にサイクルトレ

インをＪＲの協力と愛媛県との財源でやった

と。その下のサイクルバス、これは民間の取り

組みなんです。そして２７年の佐川急便、これ

も民間がやっていますし、ガイド養成、これは

県と今治市と上島町の共同の連携でやっていま

す。最後Ｅ－ＢＩＫＥアクションしまなみとい

うのがあるんですけれども、これを見てわかる

とおり、しまなみ海道のサイクリングに対する

環境整備は、県と市と愛媛県と広島県側との連

携の歴史なんです。この連携の歴史というのが

この部分に出ていまして、一般社団法人しまな

みジャパン設立。唐突に平成２９年のところに

書いていますが、実はこのしまなみジャパンと

いうのは、しまなみ海道利用促進協議会という

協議会が改組した形のものなんですね。このし

まなみ海道利用促進協議会というのが、尾道市、

今治市、上島町が中心になって、いろいろ民間

の方も一緒に含めて、しまなみ海道をどうやっ

てお客さんを呼んでこようかというふうにやっ

てきたものなんです。

こういう連携の歴史があったから、こういうふ

うにさっきお見せしたように、どんどん人が来

るようになったというところを御説明したいと

思って資料にまとめてまいりました。

　よく言われるのが、どういうところに注目さ

れていたのか、どういう時期に注目されていた

んだろうと思うのですけれども、やはり一番最

初に探すと平成２２年なんですね。日経新聞の

プラスワンにお勧めサイクリングコース、日本

の中で第１位に選ばれていまして。このときは、

ほとんど注目されていない。ごくごく一部のサ

イクリストの方が「やっぱりね」と言ってたん

ですけれども。この前の年の日経の発表では、

しまなみが入ってなかったと思うんですよね。

そういう歴史があった上に、ちょっと目立ちま
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せんが、ミシュランのグリーンガイドジャポン

で一つ星をとったのが、平成２５年。それか

ら平成２６年にＣＮＮの世界７大サイクリング

コースの選定があって、平成２８年にロンリー

プラネット社、オーストラリアなんですけれど

も、サイクリングルート５０選の一つになった。

そして楽天トラベルのサイクリストに人気の旅

行先ランキングに選ばれると。こういう形で認

知度がどんどん広まっていったというのが見て

取れると思います。

　先ほど冒頭に説明しました亀老山展望公園の

ランキングは今、全国で２位になっているんで

すね。これ１位は京都の清水寺なんです。２位

が亀老山展望公園、この大島、島の中にある。

３位が東京都庁で４位が東京タワー、「えー、

今治のこんなに田舎で？」と。実は前の年、

２８年の調査では３位だったんです。「これは

おかしいだろ、何かの組織票じゃないの」とい

うことで、僕らは全く相手にしていなかったん

ですけれども、次の年の２９年になったらさら

に上がって２位だったということで、これは本

当なんだと知ったところです。

　それから楽天トラベルランキングにつきまし

ては、２９年に今治しまなみ海道が１位、そし

て尾道福山が３位なんですけれども、僕らが注

目しているのはここです。松山・道後が１０位

になっている。ということは、さっき言ったよ

うにしまなみ海道に来たお客さんを愛媛県に呼

ぼうやという取り組みということについては、

サイクリストに関しては、通じてるんじゃない

かと。その通じているんじゃないかなというの

が、この愛媛県の平成２４年から取り組んでき

た愛媛マルゴト自転車道の構想なんです。愛媛

県がしまなみ海道をフックに愛媛県に来てもら

う仕掛けとして、１１の中上級のコースとファ

ミリー向けの１７のコース。これを設定しまし

て、１４億６，０００万をかけてブルーライン

をひいたという経緯がございます。

　このマルゴト自転車道に関しましては、後で

次のパネルディスカッションのほうでの御説明

になるんですけれども、こういうブルーライン

を引いたというところと、しまなみ海道にあっ

てはですね、やはり道が狭いというのがありま

して、一部歩道からスペースをいただいて、自

転車の走行空間に変えていこうという取り組み

もしまなみ海道でどんどん進めているところで

す。

　さらに受け入れる側の整備としまして、レン

タサイクル、しまなみ海道でかなりの台数を用

意していますし、あとサイクルオアシスですね。

平成２３年にスタートした事業をどんどんしま

なみを海道からですね、愛媛県がずっと広げて

いきまして、今３７２カ所あります。コンビニ

エンスストアだったり、ガソリンスタンドだっ

たりが参画してくれています。

これで一番大事なのは、愛媛県側だけで今紹介

させてもらってますが、実は平成２３年にやる

ときに尾道市が同じ仕様で同じようにやるよと

いうふうに言ってくれました。この横表の中で、

２３、２４、２５にあるサイクルオアシス、島

走レスキュー、しまなみ自転車旅の宿は、尾道

市が愛媛県と同じ仕様で３年間つき合ってくれ

たんです。同じ仕様で受け入れ環境をやってい

たからこそ、今のしまなみ海道のたくさんの観

客があるんじゃないかなと、こんなふうに分析

しています。

　このしまなみ海道の可能性、定量的なものが

なくて、定性的な感覚で言うしかないのですけ

れども、まず先日ナショナルサイクルルートに

指定されたと。これによって今後どんどんＰＲ

が日本基準で世界に発信していけるという期待

があります。

　それともう一つが近年の移住者実績です。

２９年、３０年の実績なんですが、松山市と今
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治市は、今治市は松山市の３分の１の人口しか

ないんです。にもかかわらず、移住者は世帯数、

人数ともに増えているんです。これが日経新聞

や愛媛新聞にも記事になりましたが、しまなみ

海道でたくさんの人が来る。サイクリストだけ

じゃなくて、たくさんの来訪者がある。こうい

う状況を見て、新規の起業や開業が続いている

実態があります。この新規の開業によって移住

者が来ている。地域の活性化はこういう形で実

現されているんじゃないかというところが、見

て取れるんですね。

　ここで紹介しますと、大三島という島、三つ

目の島にパン屋さんができたり、カフェができ

たり、地ビールの工場ができたり、ワイナリー、

ワインをつくる方がいたり、あと新規のコー

ヒー屋さん、ホテル、ゲストハウス、そういっ

たのがこの１、２年でどんどんできています。

これは愛媛県側だけではなくて、広島県側もウ

シオチョコラトルさんやはっさく工房まつうら

さんとかという、そういう新しい若い方の起業

がどんどん来ています。

こういういいことばっかり話して、これもう一

回最初のページに戻すんですけれども。あらた

めてしまなみ海道を見ていますが、もっといい

のは、しまなみ海道だけじゃなくて、とびしま

海道、ゆめしま海道、さざなみ海道、はまかぜ

海道、このしまなみ海道を軸に楽しめる要素の

道がたくさんあるということなんです。

　さらにしまなみ海道、この島々をぐるぐる

回っていけば、約２５０キロのコースが提案で

きるということで、さらなるリピーターの可

能性もあります。ただ、近年課題として我々が

ちょっとこれに対応していかないといけないと

考えているのは、まずですね。いらっしゃる方

の数字がないということなんですね。あくまで

レンタルサイクルからの推計にしか過ぎないと

いうこと。それからいろんな島の中のお店で格

差が生じています。儲かっているところは、「う

ちは儲かってるんよ」とは、絶対言わないんで

すよね。儲かってないところは、「人がこない。

サイクリストはお金を落とさん。ごみしか持っ

てこない」と。いや、そんなことないと思うん
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やけど。どう見たって、すごいことになってる

でしょと思うんだけれども、島内ではそういう

格差が生まれているんです。

　そしてもう一つ、マナーの問題です。数が増

えてくると、やはりマナーの問題がこの島々の

中で起きてきています。これが先日の画びょう

ばらまき事件につながったんです。画びょうの

ばらまきは、愛媛県側だけではなくて、広島県

側にも波及していたというところがあります。

　そして、あと細かいところになりますと、レ

ンタサイクルのクオリティーですね。やはりど

んどんどんどん、あれだけの台数が出ていくと、

新しいものにどんどん更新をしていかないとな

かなか整備のいい状態のものが貸せないという

ことがあります。ですから課題というわけでは

ないですけれども、２０年たったしまなみ海道

の今後を見て行くなら、さらなるグレードアッ

プが絶対に必要かなというふうに思っていま

す。

　例えば、今までの道幅でいいのかなというこ

ととか、案内板。本当にちゃんと備わっている

かな。外国の方も大丈夫かな。それからＷｉＦ

ｉですよね。県のほうが施策的には、外国人の

ためには絶対に必要だということでつけたんで

すけれども。台湾とか、ほかの外国のようにば

んばんフリーで入るようなＷｉＦｉではないん

です。ちょっとログインして、ちょっと面倒く

さい。これが本当に外国人の方に受け入れられ

るだろうかということ。それから宿泊の施設と

か、洋式のトイレが完備されているかとか、そ

ういったところも、もう一段上のレベルで考え

ていかないと、あのグラフがそのまま維持でき

る、もしくは右肩にさらに上がっていくという

のは難しいのではなかろうかと。このようなこ

とが２０年たったしまなみ海道で議論されてい

るというのを御紹介させていただきました。

　私もしまなみ海道だけじゃなくて、四国一周

を今チャレンジしているところです。ここにお

集まりの皆さんもぜひしまなみ海道にお越しい

ただいて、自転車で走っていただければという

ふうに御案内して終わりたいと思います。御清

聴どうもありがとうございました。

（拍手）

司会　坂本様、わかりやすい事例の発表ととも

に、楽しいお話ありがとうございました。皆さ

ん、どうぞ拍手でお送りください。

（拍手）

　それでは、この後１５分間の休憩をはさみま

して、第２部のパネルディスカッションに移り

たいと思います。今から１５分。後ろの時計で

１５時２５分まで休憩とさせていただきます。

皆様、後ろに、あんパンとお茶を準備しており

ます。

大正５年創業の別府で有名な友永のあんパンで

す。つぶあん、こしあん、二種類を準備してお

ります。どうぞお召し上がりください。お一人

様、一個となっております。　なぜあんパンを

準備しているかと申しますと、海べの道では

シンポジウムなど集まりのある際、ティーパー
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ティーと称して、あんパンとお茶で過ごす時間

を設けております。このティーパーティーで参

加者の皆さんが笑顔になり、その後は和やかに

話が弾むという効果があります。ぜひ皆様、大

分版・アフタヌーンティーをお楽しみください。

　あんパンとともに、後ろには６ルートのポス

ターなど展示しております。皆様、御観覧下さ

ればと思います。また、募金箱を二つ設置させ

ていただいております。この募金は、19 号台

風の募金とさせていただきますので、皆様あん

パン代と思い、あなたの真心をお入れください。

よろしくお願いします。

＝休憩＝

　それでは、間もなく２部が始まります。どう

ぞお席のほうへお戻りください。

司会　皆様、大分のあんパン食べましたか。こ

ういう会のときにあんパンを食べると、皆さん

が弾むということで毎回取り組んでおります。

　では、お待たせしました。これより第２部を

始めてまいりたいと思います。その前にこのた

び、このサイクルルートを県民に知っていただ

くために、サイクルルート・ネームの公募を行

いました。１カ月間という短い応募期間にもか

かわらず、全国から応募者数１２５名、応募作

品数２５３件が集まり、厳正なる審査の結果、

命名が決定いたしました。きょうここで表彰式

を行いたいと思います。

　 で は、 画 面 を ご ら ん く だ さ い。 応 募 者 数

１２５名、作品数２５３点、この中から選ばれ

たネーミングは「別府湾岸国東半島サイクル海

道」。秋田県秋田市の吉田啓治さんの作品が選

ばれました。では、ここで表彰式を執り行いた

いと思います。菊口会長、前へお願いいたしま

す。また、受賞しました吉田様は秋田県在住の

ため、参加ができないということで代理で加藤

事務局長がお受け取りになります。どうぞ前へ

お願いいたします。

菊口会長　まずたくさんの方が、投稿いただい

たことに本当に深く感謝を申し上げたいと思い
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　では、これより本題の第２部パネルディス

カッション「連携５つの星・ペダルを踏んでの

可能性」を始めさせていただきます。御登壇の

皆様、どうぞ前のほうへお越しください。

　では、簡単に御紹介させていただきます。パ

ネラーは、皆さん向かって左側より、先ほどお

話いただきました愛媛県・坂本様。次に広島県・

矢野様。山口県・田川様。福岡県・山田様。大

分県杵築市・黒田様。最後に大分の海べの道・

加藤事務局長。

　コーディネーターには、菊口会長お願いいた

します。アドバイザーには、大野様にお願いし

たいと思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、ここから菊口会長の進行でお願い

●パネルディスカッション

「連携＝ 5 つの星がペダルを踏んでの可能性！」

ます。では、命名感謝状を贈ります。

　「海辺の道サイクリングコース命名感謝状」

吉田啓治殿。令和元年日本風景ガイド別府湾岸・

国東半島海べの道サイクリングコース命名公募

において、厳正な審査の結果、あなたの別府湾

岸国東半島サイクル海道が採択されました。こ

こに末永く、このルート名が人々に愛され、親

しまれることを祈り、深く感謝申し上げます。

２０１９年１１月２９日

日本風景街道別府湾岸・国東半島海べの道推進

協議会・会長　菊口邦弘

司会　ありがとうございます。なお、金賞１点

には、吉田様には賞状及び、１万円相当の海べ

の道特産品をお渡しいたします。次点佳作とし

て６名が選ばれております。お名前をお呼びい

たします。大分市長賞・太田様、別府市長賞・

菅谷様、日出町長賞・脇本様、杵築市長賞・次

郎丸様、国東市長賞・室様、豊後高田市長賞・

末富様が選ばれました。前に盾を準備しており

ます。後ほど市町村の方にお持ち帰りいただき

たいと思います。以上６点の皆様には、５千円

相当の海べの道６市町の特産品をお送りいたし

ます。受賞された皆様おめでとうございます。

（拍手）

コーディネーター：菊口 邦弘　　　アドバイザー：大野 昌仁 様 

パネリスト：愛媛県 企画振興部 サイクリング普及調整監・・・・・・・・・・・・・・・坂本 大蔵 様 

広島県 商工労働局 参事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・矢野 真治 様 

山口県 観光スポ－ツ文化部スポ－ツ推進課 主査・・・・・・・・・・・・・田川 健一 様 

福岡県 株式会社 Bike is life 代表取締役・・・・・・・・・・・・・・・・・  山田 大五朗 様 

大分県 国東半島振興対策協議会 事務局長 ＜仁王輪道担当・杵築市政策推進課長＞・・黒田 幸一郎 様 

日本風景街道 別府湾岸・国東半島海べの道推進協議会 事務局長・・・・・・加藤 千明
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いたします。

菊口会長　では、冒頭申し上げたようにわざわ

ざお越しいただいている皆さんに感謝し、御登

壇をいただきます。パネリストの方々は、それ

ぞれのエリアでサイクルツーリズムだけではな

く、サイクリングにかかわる部分を全般的に取

り組まれていらっしゃるということで、まず最

初に自己紹介も兼ねて、それぞれのサイクリ

ングに関する取り組みをスタートされたプロセ

ス、あるいはその現状について、お一人ずつ少

しお話を願いたいと思います。

　それでは坂本様からお願いします。

坂本氏　それでは皆さん、引き続きまして愛媛

県の坂本でございます。

　愛媛県のサイクルツーリズムの取り組みにつ

いて、先ほどのお話とほぼ内容が重なってくる

んですけれども、もう少しゆっくりと御説明を

させていただければと思います。資料をお願い

します。

　先ほどお示ししました年表といいますか、愛

媛県の取り組みの年表になるんですけれども、

知事がリーダーシップをとってやるぞというと

ころがスタートと言うのは、お話しました。そ

してしまなみ海道を主体に自転車の大会やアプ

ローチを進めてきたというところもお話したと

ころなんですが、平成２７年４月に自転車新

文化推進室を創設とあります。実は、２３年度

に各課、県庁の中のいろんな課が既に個別の事

業をできることはやっていこうよということで

進めてまいりました。その後、２７年に県庁の

中に組織ができた。そして、大事なのは２８年

３月なんですけれども、自転車新文化推進協会

という協会をつくりまして官民連携の組織をつ

くったんです。ここが非常に大きなターニング

ポイントになりました。そうした中、国のほう

で自転車活用推進法ができて、そして本年推進

計画を愛媛県がつくったということです。

　本来、役所の仕事を進めるのであれば、法律

があって条例があって、計画、予算、組織、そ

して事業という形で進むところですが、愛媛県

の自転車に関しては、逆の進み方をしたという

ことが言えると思います。

　先ほど御説明しましたが、自転車新文化の考

え方、「健康」と「生きがい」と「友情」をい

う考え方をしております。ですから、ニューカ

ルチャーではなくて、愛媛県の課名も自転車新

文化推進課は英語訳（Ｃｙｃｌｉｎｇ　Ｌｉｆ

ｅ－Ｓｔｙｌｅ　Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎ　Ｄｉｖ

ｉｓｉｏｎ）ということで、「自転車で生活を

変えていこうよ」と、こういう取り組みをして

おります。これも先ほど御説明した表なんです

けど、交流人口の拡大による地域の活性化を目

指すというのを御説明しましたけれども、基本

的にこのサイクリング大会やマルゴト自転車道

の構想、それから条例という第１ステージは、

平成２６年に愛媛県では終えております。今現

在は第２ステージとして愛媛県内の中にたくさ

んの人に来てもらおうという施策を進めている

ところで、この振興策につきましては具体的に

次のページになります。そして、その流れでサ

イクリングアイランド四国の四国一周の構想に

進めていったというところでありまして、これ

がカテゴリー別の各種施策の中身になります。

　ブランド化としまして、サイクリング大会と
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かナショナルサイクルルートの指定を受けたこ

と、四国一周をやっていること、おもてなし体

制としてサイクルオアシスやレスキュー、それ

からフリーＷｉＦｉというＷｉＦｉの整備を

やったということ。ガイドの人材育成もやって

おります。

　そして普及・拡大です。やはり自転車を県民

が楽しんでいる姿を見ることで、周りの方、国

内・国外の方がいらっしゃると、そういう姿を

見せるために特に女性、シニア、ファミリーの

方に向けての普及啓発やタンデム自転車の障害

者に向けての事業もやっていると。

　それに加えて安全利用ですね。振興と安全と

いうのは一緒にやらないといけない。振興だけ

やって、住民の方を危険に巻き込むわけにいは

いかんだろうということで、シェア・ザ・ロー

ドの精神というのを広めて、思いやり１．５メー

トルですね。ドライバーの方に車が走るときに

は、自転車を守ってくださいということとか、

高校生のヘルメット着用という、こういう促進

をしております。

　一番お話をしたかったのは、この協会なんで

すけれども官民連携です。実はありがたいこと

に、左下に見えにくくあるんですけれども、平

成２３年にスタートした自転車の取り組みが平

成２６年に商工会議所の皆さんが中心になっ

て、民間の方、４２３社を集めて応援組織をつ

くってくれたんです。この中から、平成２８年

に協会をつくって、「官民連携でやろうや」と

いうお声かけをしたときに１５２社、個人で７

名の方、県内の２０市町、この固まりで県と一

緒に仕事を進めています。

　この官民連携というのはどういうことかとい

うと、やっぱり行政はＰＲして、人を集めると

ころまでは何とかできるんですけれども、お金

を落としてもらう仕組みというのは、なかなか

行政ではできない。これは、民間の皆さんに力

をかりる。頑張ってもらう仕掛けをしてもらう

というところが必要ということで、いくら僕ら

行政がばらまいても、マーケティングは民間に

というところのあらわれでございます。経費も

いただいて、いろんな事業をやっているという

ところになります。

　そしてこれをお見せしました、マルゴト自転

車道という県下サイクリングコースをつくって

いるわけなんですが、やはりしまなみ海道に来

た方を、県内の中にずっと誘導していくコー

ス、もしくは誘導しなくても、「ここよさそう

やね、ここもいいね」という、そういうお金を

落としてもらえるコースづくりというのはここ

でやっていると。このマルゴト自転車道の構想

は、２４年から２９年で概成しております。

　先ほど御説明したブルーライン、それからレ

ンタサイクル、サイクルオアシスという形にな

ります。そしてこれが四国一周なんです。しま

なみ海道に来たお客さんは愛媛県に。愛媛県に

来たお客さんを四国一周にという形で、今四国

４県と四国ツーリズム創造機構とともに協議会

をつくって取り組んでいます。国土交通省や

運輸局もオブザーバーに入っていただいていま

す。コースづくりは、こういう形でベースルー

トが完成しております。それぞれのところ、ス

タートはどこと決まったわけではないのですけ

れども、大体６日間から８日間で１，０００キ

ロを走るという形になっていまして、食の違い、

瀬戸内海と太平洋の違い、文化の違い、方言の

違い、おもてなしの心の共通した取り組みとい

うのを打ち出しています。

　そしてもう一つ新しいツーリズムの内容とし

ては、「Ｅ－ＢＩＫＥアクションしまなみ」と

いうのを今年度スタートさせました。これは、

ヨーロッパが非常に電動アシストのスポーツサ

イクルタイプの電動アシストが爆発的に売れて

いると。問題は、日本のＥ－ＢＩＫＥの性能が
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ヨーロッパのと一緒かというと、ちょっと違う

ところに問題はあるんですけれども、そこは抜

きにしても、次のページにある体力に自信のな

い方や運動習慣がない方でも楽しくサイクリン

グできるし、御夫婦やカップル、そういった方

たちがサイクリングを楽しむことができれば、

さらに裾野が広がって、サイクルツーリズムと

して、どんどん数がふえていくと。これを実需

の創出につなげていこうやないかと、こういう

考え方で取り組みまして、国内８社の御協力と

今治市や愛媛県、広島県との連携によって、今

しまなみ海道で実証実験をしているという状況

になります。

これは、レンタサイクルと重点スポットを配置

したりしているんですけれども、この実証実験

のあとどうするかというのをいま検討中であり

ます。

いわゆる奥様方が乗るような電動アシストでは

なくて、スポーツタイプの電動アシストで、最

近非常に性能がよくなりまして、大体エコモー

ドであれば、最長で２００キロ。普通であれば

１００キロ走れるということで、しまなみ海道

も楽々渡れるというところになっています。

　こういった形で愛媛県の場合、ツーリズムを

次の段階にどんどん広げていくことで、どんど

ん裾野拡大を図っていこうと、こういうことで

進めている状況でございます。

（拍手）

菊口会長　ありがとうございます。民間が一緒

になって、組織を立ち上げてと仰いましたが

「１．５m 運動」つまり自転車がいるときは、そ

こから 1.5m 車が離れて走ろうよという運動は

もう定着してきて、ステッカーとか、いろいろ

県内では貼られてるんですね。各事業所さんが。

坂本氏　そうなんですよ。まず県の公用車、市

町の公用車とか、あとタクシーですね。そういっ

たところの皆さん、御協力いただいているとこ

ろは、ステッカーを車の後ろに貼ってくれてい

ますし、教習所とか運転免許の更新時に全部レ

クチャーしてくれている形になっています。

菊口会長　なるほどですね。そういう点でも、
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いわゆる車を運転する際にも認識が上ってきて

いるということですね。安全って、大事ですも

のね。

　それでは、次は広島の矢野さんにお話をお伺

いしたいと思います。よろしくお願いします。

矢野氏　広島県の矢野です。どうぞよろしくお

願いします。着席で説明を続けたいと思います。

　もう既に坂本さんの事例発表と今の取り組み

で大分、出尽くした感があるんですけれども。

広島県におけるサイクルツーリズムの取り組み

についてということで、御紹介をさせていただ

きます。

　ちょっと中村知事の愛媛のケースと重なるん

ですけれども、広島の湯﨑知事も中村知事のそ

の前、平成２１年の１１月に就任をしまして、

ちょうど丸１０周年、きのうで任期を迎えたと

ころなんですけれども。

知事選に瀬戸内、海の道１兆円構想というのを

公約に掲げて当選をしたということもありまし

て、その翌年の４月から県庁内で瀬戸内海の道

１兆円構想推進事業と銘打ってスタートいたし

ました。

　この海の道構想というのは、そこに御紹介し

ていますけれども、瀬戸内地域エリアを地理空

間的なつながりのみならず、文化的、時間的な

営みをつなぐもの、すなわち「海の道」ととらえ、

資源を発掘し、連携し、発信ということで交流

人口を増やすと。観光を産業の一つにしていく

と打ち立てていましたので、そういうことを目

的にスタートしました。

　１年たって、その構想が策定をされました。

１兆円と申しましたが、何が１兆円なのかとい

うと、いろいろ議会内で議論があったんですけ

れども、最終的には２０２０年度、来年までに

６，０００億円に増大し、波及効果額１兆円を

目指すということで落ちつきました。

　その後の取り組みを御紹介していますけれど

も、６年前の４月に瀬戸内７県による「瀬戸内

ブランド推進連合」今のせとうち観光推進機構

の前進にあたるものが設立されました。これは

７県、山陽筋の４県ですね。兵庫県、岡山県、

山口県、広島県、後は四国の徳島、香川、愛媛

という７県で連合を設立しました。それと平行

しまして、坂本さんからもありましたけれども、

５年前には第１回国際サイクリング大会を開催

いたしました。以降２年置きに大規模、中規模

と交互に開催しています。

　４年前の平成２７年６月には、広域観光周遊

ルート「せとうち・海の道」が国の認定を受け

ました。３年前には、せとうちＤＭＯが発足し

たというのがここまでの流れでございます。

　サイクリング客数もありましたけれども、昨

年で３３万３，０００人ということで、３年前

に比べてもふえていると。さっき坂本さんから

もしまなみ海道におけるレンタサイクル利用者

数が増えているよという報告がありましたけれ

ども、５年間で見ると昨年１万７，０００です

ので、５年間で約３倍ということでございます。

　３番目にラグビーワールドカップ効果という

ことで、大分は準決勝もされて、私もテレビで

見ましたけれども、盛り上がっていましたよね。

広島もそこに素通りじゃなくて、周遊パスで広

島に原爆ドームや宮島とか、しまなみ海道サイ

クリングということで、大変にぎわいまして広

島市内のホテルにもニュージーランドとかオー

ストラリアとかアイルランドの、そのジャー

ジを着た方が数多く来たんですけれども、さっ

きＥ－ＢＩＫＥしまなみでやっているよと。こ

れは愛媛県さんからの呼びかけで広島もやって

いるんですけれども。尾道側の１０月のＥ－

ＢＩＫＥの件数をちょっと聞いてみたところ、

１３３台なんですけれども、借りた人のうち

８５人が外国人だったということで、６割ぐら
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い海外の人がＥ－ＢＩＫＥということで、やっ

ぱり欧米に一般的に普及しているＥ－ＢＩＫＥ

がしまなみで走れるというのを知って、乗った

という方が数多くいたということでございまし

た。

　これは「ＯＮＯＭＩＣＨＩ　Ｕ２」と言いま

して、尾道駅のすぐ近くに全国初のサイクリス

ト向けの複合施設として５年前の３月にオープ

ンしました。これは県営の海運倉庫を再生した

ものでございまして、県が尾道市、事務的にい

うと事務委託して市が民間事業者に貸し付けを

有償でしているということで、ホテルとかカ

フェとか、併設されたショップがございまして、

昨年は２５万人ぐらいの宿泊とかお買い物と

か、食事等で年々増えておるということでござ

います。

　せとうちサイクルルーズパスといいまして、

瀬戸内海、愛媛県との間に数多くの島々があり

ますので、これは中国の客船、協会さんが四国

とか神戸の旅客船協会等との共催により実施を

しているということで、尾道とか三原とか広島

側でいうとですね、広島、三原とか、今治もあ

りますけれども発着する船で使えるということ

で。この仕組みは、発行所の港でパスの発行を

受けて、三日間で割引率、航路によって異なり

ますけれども１割が広域内ですね。割引を受け

れるということで、今年度の実績、１０月まで

ですけれども、１万２，０００件余りというこ

とで既に昨年度、合計を上回るということで、

やっぱり島々を船で渡る。船旅というのも新鮮

だというのもちょっと聞いたことがあります。

そういうのも受けているのかなという状況で

す。

　このあたりも、坂本さんから先ほどあった島

走レスキューであるとか、こういうのも一緒に

やっていますし、手荷物の配送サービスという

のもございます。民間主導ですね。そういう客

のニーズに応じたサービス事業を民間事業者が

しまなみ海道で展開をされておられるというこ

とになるかと思います。

　バスも走っていまして、今治と尾道市内でサ

イクルエクスプレスということで、乗り合いバ

ス。輪行袋に入れたうえで自転車も持ち込めま

すよということで。土日祝日に走っているとい

う状況です。

　これは広島独自の広島サイクルおもてなしス

ポットというのが、今年１月からスタートして

おります。これは「駐輪スペースを無料提供し

ますよ」とか。「トイレの利用どうぞ」とか、「飲

料水もどうぞ」とか、周辺の観光状況の道案内

も含めて、やりますよと宣言

していただいたお店にステッ

カ ー を そ こ で お 渡 し し て、

やってもらうということで、

現在３４０社あるんです。お

店とか施設にスポットとして

登録をいただいているという

状況です。以上が広島の取り

組みでございます。

（拍手）

菊口会長　ありがとうござい
ＯＮＯＭＩＣＨＩ　Ｕ２
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ます。今日は、冒頭に足元のしまなみ海道事情

を坂本さんに話をいただいたんですが、両県が

同じような仕組みで物事を進めていくという部

分について、広島サイドのプロセスをお聞きし

ました。やっぱり中国７県連携というか、これっ

てサイクルに限らずのお話だと思いますが、こ

の組織の存在が大きい部分があるんでしょう

か。

矢野氏　そうですね。うちの知事が提唱して、

他の県に呼びかけてようやく、最初は「なんで

広島でそんなものをやるんだ」というふうなと

ころもあったんですけれども、人員とお金を持

ち寄ったような形でようやくできてですね、そ

の間いろいろございましてしまなみもそういう

ＣＮＮであったり、今年もニューヨークタイム

ズで行くべきベストデスティネーションに選ば

れたりということで、そういう実績を重ねるご

とに地域にも自信がついて、やっぱり広島が単

独ではなくて、姫路城も道後温泉もあるし、そ

ういうシミュレーションです。山口県等、各地

いろんな強いコンテンツがありまして、そうい

う組み合わせでやっているということです。サ

イクリングもその一つです。

菊口会長　もう一つ、レンタサイクルの運用と

いいますか、管理する側の課題とかそういうも

のって何かありますか。

矢野氏　しまなみ海道ではしまなみジャパン、

今治市が事業団体ということで、管理運営さ

れていますが、乗り捨て自由というふうに、

どっち側で乗る人も事前に払ったら保証金２，

０００円なりの返却が要らないよというのであ

れば、どこでも指定の場所で乗り捨てて、利用

者目線で利用向上を図っています。

男 性　聞いた話なんですけれども、一日１，

０００円でデボジット１，０００円で、あれは

回収するのにトラックを走らせて、人を使って、

高速道路の料金を払って受け取りにいったりし

なきゃならない。そのコストがなかなかやっぱ

り、相当しんどいみたいですね。自転車も古く

なる、悪くなるときになかなか一日１，０００

円のお金では、手入れできない。とてもじゃな

いけれど、儲かるようなものではないというの

を聞いています。

菊口会長　当初の事情説明のときも、レンタサ

イクルの更新とか、そういうものも課題に上

がっているというお話がありました。ありがと

うございます。

　では、次は山口ですね。観光スポーツ推進課、

田川さんがお見えいただいていますので、今の

山口の事情をお話しいただければと思います。

田川氏　失礼します。山口県の田川と申します。

よろしくお願いします。

　愛媛県と広島県、大変長い期間で取り組まれ
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ている事例の後に、たった３年ちょっとしか

やっていない山口県がサイクル県やまぐち推進

協議会というのを立ち上げるというとんでもな

いところなんでございますが。

　山口県はサイクリングに取り組み始めたの

も、やはり広島県知事からの呼びかけによって、

「山口でも取り組んでいこうや」ということで、

平成２８年から取り組みを開始しております。

　皆さん、山口県、今言われた愛媛とか広島の

取り組みをとにかくまねしていこう。自分たち

で考えるよりも、まずはまねをしていこうとい

うことを前提にどんどん取り組んでまいってお

ります。

　山口県ですが、二次交通が整っていないのが

サイクルに取り組む一つの目的というところで

取り組んでおります。山口県、どんなところが

あるのか。やっぱり山口県は二次交通は整って

いないんですけれども、見所としていろんなと

ころがあります。これが山口市の瑠璃光寺とい

うところです。これが世界遺産である萩ですね。

錦帯橋、柳井とか周防大島、甲冑で有名な長府、

食べ物でいうとアマダイとかキジハタとか、か

わらそば、いろんなものがそろっております。

　プロジェクトがスタートしたところで、うち

のプロジェクトが目指す姿としては、四季を通

じてサイクルスポーツを快適に楽しむことがで

きる県ということで、たくさんの人にサイクル

スポーツに楽しんでもらおうということで、い

ろんな取り組みを進めてまいりました。

　まずは、サイクルスポーツの振興ということ

で、プロジェクトの一つとしましては、シンボ

ルイベント、ただいまＪＢＣＦの実業団のプロ

レースである維新やまぐちタイムトライアルと

秋吉台カルストロードレース、こちらを誘致し

ておりまして、来年度は経済産業大臣旗を獲得

して秋吉台のほうで開催するという予定になっ

てます。

　また、プロジェクトの２としましては、先ほ

どから各県が取り組まれているようなサイクル

スポーツ環境の整備、それから効果的な情報発

信という３本柱で進めております。

　観光地主体のサイクリングルート設定という

ことで、サイクリングだけど、ちょっと緩めな

感じの県全体のマップを作成しております。今、

県内に１２ルートを作成しておりまして、秋吉

台と角島大橋、周防大島のほうに主要３ルート

というのを県内で設置をしておりまして、そち

らのほうには、このようにブルードットの施行

をしております。

　サイクルエイドやレンタサイクル、サイクル

ピット、こちら主要ゲートウェイにバイクの組

み立て、分解スペース、工具、自転車ラックを

設置させてもらっています。今のところＪＲの

駅、港、空港など１０カ所に整備をしたところ

であります。

　宿泊施設については、夜間、バイク、屋内保

管をしてくれる宿泊施設に、調整スペース、工

具、自転車ラックの配置などを県内の１０カ所

に整備をしたところです。

　サイクリングツアーについてですが、今、県

内のサイクリスト向けにサイクルトレイン、こ

れを県費のほうで出して、不定期ですが年３回

ほど開催をしているところです。またバイク

キャリアを乗せた帯同車整備ということで、観

光バス会社と連携をしまして、サイクルのキャ

リアをつけさせていただいて、ツアーのときに
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対応していただくというようなこともやってお

ります。

ターゲット国としまして、タイとか韓国、台湾

ツアーというのを呼び込んでいるんですが、最

近の事情で韓国のツアーのほうがちょっと滞っ

ているというところでございます。

　ガイド養成についても順次やっておりまし

て、プラネットアドベンチャーという会社の

行っているＪＣＴＡのガイド講習を行いまし

て、今ガイド養成をしているところです。今の

ところ３８名受講しまして、現在のところ登録

者が１５名登録しているというところですが、

まだ登録ガイドを増加させることもそうなんで

すが、ガイドの仕事がなかなかまだ回ってこな

いというところもありまして、こちらをどうに

か活性化できたらいいなというふうに感じてお

ります。

　戦略的にもナイトレイというインバウンドサ

イトのほうで、いろんな分析をしていただいて

ターゲット国等を昨年度分析したところでござ

います。

　３年間取り組んで感じた課題というのは、行

政が主体となって取り組んでいるが、やはり民

間をどんどんもっともっと活用していかないと

いけないなというところが、課題となっており

ます。

県民を巻き込んで継続的な取り組みとするため

に、「サイクリングガイドが創るサイクル県や

まぐち」。やっぱりガイドを何とか活用してい

きたいなということで、エバンジェリストって

いうのは伝道師という意味ですが、サイクリン

グガイドの手配やレンタサイクルの配置場所、

ツアーの受け入れ等の総合窓口として活躍して

いただくことを目的に、今取り組みを進めてい

るところです。

　エバンジェリストに、まずマップ作成のとき

のサイクリング、ポタリングのコース提案、掲

載店舗の集約、ツアーの問い合わせ窓口、ツアー

の企画・提案・売り込み、ツアーガイドの補助

を活動として取り組んでもらっています。いず

れは海外からのツアーをもっと催行していきた

いなというところですが、まだまだランドオペ

レーターのほうが、県内に整っていないという

ところで、ここが一番の課題かなというふうに

感じております。

　サイクリングイベント等の出展に関しても、

このエバンジェリストに委託をしておりまし

て、いろんなところで山口県の県内の魅力を発

信していただいているというところです。

　それからＳＮＳ広報チームのマネジメントと

いうことです。今、フェイスブック等を使って、

いろんなところで山口県の魅力というものを発

信していただくチームというものをつくってお

りまして、こちらのほうの広報のマネジメント

というものもやっていただいております。

　ガイドの講習アシスタント等もやって、ガイ

ドが自分たちで魅力を発信していって、ガイド

の仕事もどんどんどんどんと自分たちで取って

くるというような仕組みづくりができたらいい

なということで、取り組んでおります。今、エ

バンジェリストとして登録しているのが、まつ

おかさんという方で民間の方ですが、この人を

中心に進めているというところです。以上です。

（拍手）

菊口会長　ありがとうございます。しまなみは、

もうそれこそ日本で先進地ということですけれ

ども、山口県さんもそういうことで３年前から

本格的に取り組みを始めたということで。おっ

しゃったように、今お話をお伺いしていると、

やっぱりまずそういった行政のスタンスがあっ

て。そこでルート設定なんかは、どういう形で

決められていったプロセスがあるのですか。



35

田川氏　まずサイクリスト目線で、ルート設定

というのを行わないといけないかなということ

で、山口県の自転車競技連盟の方で普段よく走

られている方に、下関だったらどういったルー

トがいいのかというところで、まずそこを走っ

ていただいて、「ここは危険だから通らないほ

うがいいよ」というようなアドバイスを受けな

がら、それを元にルート設定というものをして

いきました。

菊口会長　そのときに県は、そういったスタン

スでやられるんだろうと思うのですが、関係自

治体がありますよね。そこのところとの、平仄

のあわせ方というか、そういうのって何かやら

れていらっしゃるんですか。何々町とか、何々

市とかあるじゃないですか。

田川氏　やはり関係自治体がしっかり連携して

ということで、今サイクル県やまぐち推進協議

会を県内で立ち上げたんですが、一応県内１９

市町の中の１８市町が協議会の中に入っていた

だいております。やはり、それぞれの市町でＰ

Ｒしたいところがあるというところがあります

ので、そちらをベースにしたコースづくり。で

もちょっと危険だなというところは、それを回

避して迂回するような形で、コースづくりとい

うのを市町で連携しながらやっています。

菊口会長　ありがとうございます。あともう一

点だけ。ツアーの呼び込みについてですが、Ｓ

ＮＳで、いろいろ今からやっていかれるので

しょうが。例えば台湾とか韓国とか、そういう

ツアーの呼び込みというのは、具体的に行政で

動かれるんですか。

田川氏　うちは、観光スポーツ文化部として動

いておりますので、インバウンド推進室と連携

しながら、台湾の旅行会社と訪問させていただ

いたり、インバウンドとかファームツアーにう

ちのスポーツ振興課が一緒に加わって、サイク

リングの「こんなコースで回ってみたらどうで

すか」という提案をしたり、そういったことを

考えています。
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菊口会長　ありがとうございます。それでは、

福岡ですね、民間で県と一緒になって、今サイ

クルロードづくりに注力をされていらっしゃる

山田さんにお越しいただいています。山田さん

は、世界でレースを走ってきた著名な方ですけ

れども、今、行政さんと一緒になってやられて

いるプロセスを、少しお話しいただければと思

います。

山田氏　ありがとうございます。皆さん初めま

して、バイクイズライフという会社をやってい

ます山田大五朗と申します。生まれは福岡県で、

自転車競技であるマウンテンバイクのクロスカ

ントリーの選手をやっておりまして、２５年ほ

ど自転車に乗っています。選手の間は、主にヨー

ロッパや日本で走っており、フランスへの留学

や、ヨーロッパで開催されていた世界選手権や

ワールドカップなどのレースに参戦しながら、

ヨーロッパの自転車文化を見てきました。その

経験を福岡県で活かしつつ、皆さんと協力して

いきながら、日本に自転車文化を根づかせる事

を目標に活動しております。

　民間という立場ですので、皆さんと説明のポ

イントが違うかもしれないのですが、お聞きい

ただけたらと思います。

　福岡県では、昨年度から自転車の取り組みを

開始しており、５月に福岡県サイクルツーリズ

ム推進協議会を設置しました。メンバーは行政

の方だけではなく、私のような民間、そして福

岡県の中にいるサイクリストなど、実際に走っ

ている方にも御協力をいただきながら、進めて

おります。

　昨年度は広域サイクリングルートの検討のほ

か、そのルートを実際に自転車に乗られている

方に走っていただくモニターライドを実施し、

推奨ルートを５ルート設定しました。この推奨

ルートなのですが、なるべく県内の方に利用し

て頂くと同時に、福岡の玄関口である福岡空港、

博多駅、小倉駅、北九州空港と繋げながら、旅

行者にも使いやすいようにつくっていく事を目

標にしています。さらに、福岡県だけではなく

て、隣県とも繋がる事を目標に、本年度はさら

に５ルート増やしています。

　そしてロゴマークです。私のＴシャツにも付

いているのですが、ロゴマークを作成し、のぼ

りやホームページも作っています。

　今年度は、５ルート追加する予定ですが、昨

年度の５ルートをきれいに繋ぐような形で、福

岡県を行ったり来たりできるように、そして１

周回れるようにルートを引いております。まだ

確定しておりませんので、資料にはルートの線

をお示しできていませんが、熊本県や佐賀県、

山口県や大分県とスムーズに繋がるようにルー

トのほうを加えております。

　そして昨年度立ち上げた専用サイトのほう

は、多言語化の予定で、英語・韓国語・中国語

を加えます。そして、この取り組みを御紹介す

るために、サイクルモードや台湾の旅行博に出

展をして、ＰＲを行っております。

　また、今年度中には、実際にルートを走るファ

ムトリップを行います。

　これが各ルートを細かく見たものになりま

す。昨年度に設定したルートの紹介なのですが、

これが福岡県の糸島という、福岡県では有名な

サイクリングルートになります。海をずっと見

ながら走れるルートです。そしてここに福岡市
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があるのですが、志賀島からずっと海沿いを走

るルートもあります。この福岡・糸島ルートか

ら志賀島までは船を渡ればつながるようにして

おります。

　そしてこれが先ほどの志賀島から伸びるルー

トで、芦屋までずっと海沿いを走り、遠賀川を

上る宗像・直方ルートです。これが福岡県の真

ん中を縦断できるようなルートになっておりま

す。その海沿いのルートと縦断できるルートと

いうのは、つながっているというのが特徴です。

そしてこれが久留米という福岡県の南なのです

が、久留米から東へ周遊するルートになります。

これが久留米・うきはルートです。そして、そ

こにつながるように朝倉市を周遊するルートが

あります。そして、芦屋から北九州を通り山口

へ抜けるルートを想定しつつ、山口から入り大

分県から抜ける北九州・京築ルートなどを用意

しております。

　ここからは今年度加えたルートになります。

ここが福岡市なのですが、福岡市から那珂川市

を通りまして佐賀県へ入ります。実は佐賀県さ

んとは協力を始めておりまして、佐賀県を通っ

て再び福岡県に入って、そして熊本県に抜ける

手前の大牟田市を繋ぐ那珂川・大牟田ルートが

こちらになります。

　そして、福岡市から海沿いに行きまして、福

岡県の芦屋からさらに延ばして山口のほうに抜

ける北九州・芦屋ルート、こちらは今年度、既

にモニターライドも終わり、ルートに加えるこ

とになっております。

　こちらの福岡を縦断するルートの手前を周遊

する筑後周遊ルートになります。

　そしてこちらは、先ほどの縦断する宗像・直

方ルートからあさくら・大刀洗周遊ルートに繋

がる直方・嘉麻、筑豊周遊ルートになっており

ます。ここから京築という海のほうに伸びる

ルートに近づきつつ、福岡を周りながら遊べる

というルートを発表する段階にきております。

そしてこれが最後なのですが、豊前市から先ほ

どの朝倉・大刀洗周遊ルートに繋がるルートで

す。こちらのルートは実は昨日モニターライド

を行いまして、確認がおわったところです。こ

れが昨日の模様なのですが、海抜ゼロから約１，

６００メートルのところまで登りました。気温

２度の中で行ったのですが、このように実際に

走って確認をして検証するという活動をこの２

年かけてやってきました。

そしてなるべく多くの方に利用していただきた

いという想いから、モニターライドにはルート

のエリアに住まれているサイクリストの方に集

まっていただいて、実際に走って頂いています。

福岡県は、もともと川沿いにはサイクリング

ロードがあったのですが、なるべく川沿い海沿

いの既存のサイクリングロードを活用しなが

ら、それを繋いでいきながら、先ずはルートを

設定し、そこに地元の方が普段走っている、我々

が知らなかった道とか、知らなかったポイント

を加えていきながら修正していくというのが福

岡県のルートの作り方になります。

　これも川沿いのルートなのですが、このよう

になるべく楽しく走っていただけるように、み

んなで調査をしている写真になります。

　こちらで昨年度までのルートを紹介している

のですが、それらのルートが載っている、昨年

度オープンしたサイトになります。今年度の３

月にルートを更新して多言語化し、福岡県を周

遊できるようになります。今はそのような段階

にいます。今後使って頂けるようにして行きま

す。そして、これからは隣県とも協力しながら

さらにルートを広げる事を目標に、福岡県は活

動しております。以上になります。

（拍手）

菊口会長　ありがとうございます。組織として
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は、国交省さん、県警さんとか、あるいは、そ

ういうルートづくりに欠かせないような、やっ

ぱりいろんな規制も当然あるわけですから、そ

こを皆さんで協議をして、1 つ 1 つ進めている

というのが組織としては、非常に参考になる

なと思いました。我々大分は、まだそういう

ものができてない部分があります。そういう部

分を今後充実させなければと思いました。　今

はルート設定が終わっただけで、これからその

ルートに関してもいろんなことがあるのです

ね。走ることについて、インフラも大切ですし、

それにレンタサイクルとかという色んなことも

あるだろうと思います。山田さんが、お考えに

なる一つのルート設定で終わったあとの、これ

から取り組むべき項目・課題について簡単に教

えていただきたいと思います。

山田氏　まずこの話をいただいたときに、しま

なみ海道さんほど圧倒的なロケーションがない

ので、絶対に不利だと思っていました。ですの

で、圧倒的なロケーションがない中でできるサ

イクルルーリズムの形というのを模索するとこ

ろから始まっております。

　実際にそれを考えたときに使いやすさ、そし

てなるべく地元の方にリアルな姿を見せるとい

うことが大事なのではと思い、それをテーマに

ルート作りを進めました。

　そしてもう一つが地元の理解。やはりサイク

リストが増えるのを一方的に押しつけるだけで

は理解が得られませんので、なるべく地元の方

に使っていただく。地元の方に広げていただく

ものだという理解を広げていきながら、受け入

れ体制を整えていくということも同時にやって

いく必要があると思い、なるべく地元の方をお

呼びするようにしています。

菊口会長　そのルートの地元のサイクリストも

既に自転車で走っていらっしゃる方も、そこか

ら地元に浸透していかせるという、そういうつ

くり方ですかね。

山田氏　はい。急に観光客は増えませんので、

まず使うのは地元の方というのは間違いありま

せんので、そこは大事にしながら広げていこう

としています。

菊口会長　どうもありがとうございます。

　それでは、後ろに仁王輪道というポスターが

貼っていますが、新しく国東半島でサイクル

ルートづくりができたようで、今日は大分県か

ら黒田さんにお見えいただいているので、地元

の取り組みについて今までの経過も含めて御説

明をお願いいたします。

黒田氏　皆さん、こんにちは。地元の国東半島

振興対策協議会事務局をしております黒田と申

します。よろしくお願いいたしたいと思います。

　本日は、仁王輪道というサイクルルートがあ

る地元国東半島にお越しいただきありがとうご

ざいます。私は、現在、豊後高田市、国東市、

日出町、杵築市の事務局長をやらせていただい

ておりますので、この場に立っております。

今、こちらにおられるパネラーの方々は、みん

な自転車に乗られる方ばかりで、私は学生時代

には確かに自転車に乗っていたんですが、最近

は車ばっかりしか乗っていなくて私だけが一人

浮いたような感じですし、一見すると身体が大

きいしっかりしたように見えますが、身体にも

う少しのところがありますので、座って説明を

させていただきたいと思います。よろしくお願

いします。

　今まで、いろいろな先進事例をお聞きしまし

た。国東半島サイクルルート仁王輪道は、まだ

つくって１年ちょっとなんです。きょうの発表



39

では、勉強をさせていただくことばかりですの

で、本事業としては、今からまねをしながら進

んでいくようになりますが、今後の期待を込め

て、元気だけは負けないように説明をさせてい

ただきたいと思います。

　 ご 覧 い た だ き ま し た よ う に、 こ の 話 は、

２０１６年に、今あちらにお座りの国東市の三

河市から別府湾岸から豊後高田に至る自転車を

活用した周遊コースの提案をしていただいたこ

とから始まりました。その時に、何と西瀬戸と

の連携についての構想も入っていたんです。そ

して、今日の日を迎えているというのは、非常

に不思議なことで、先見の目がある市長だと思

います。

また、その時に近隣の市町村で話をまとめよう

としたのですが、非常に難しいところがあると

いうことで、翌年の２０１７年度にこの国東半

島振興対策協議会で何かやってみようじゃない

かということになり、サイクリングの環境調査

とか実施計画等を作っていきました。実際にプ

ロのライダーの皆さんたちに半島内を実走して

いただいて、「アップダウンがひどいので、素

人ではこちらの道には行けない。こちらのルー

トに回った方がいい。」など調査をしていただ

いて、九つのモデルルートを策定いたしました。

昨年２０１８年度に実際に動いていくというこ

とになり、このようなロゴやネーミング、ルー

トマップを作成しまして、２０１９年２月６日

に国東半島サイクルルート仁王輪道を開設、発

表させていただきました。その後、ウェブサイ

トをつくり、今中大介さんにもみえていただき

お披露目壮行会をさせていただいて、今を迎え

ているということになります。

　この仁王輪道の位置づけでございますが、ど

うしても国東半島で地理的条件の関係等があっ

て、交通インフラの整備が行われておらず、少

子高齢化で人口も流出していき過疎化を迎える

ということで、半島内に抱える課題への新たな

アプローチとしてサイクルツーリズムを位置づ

けました。

下の方に書いておりますスローガンは、「国東

半島がサイクルツーリズムで一つになる。国東

半島の文化・歴史、自然に心と体を満たす。」

ということで、来訪者、また国東半島内の住民

双方に新しい価値観を提供することを目指して

おります。国東半島の内部が変わっていく、景

色を変えるということで、自然豊かな地形の中

で健康的に自然を愛する明るい服を着てきらび

やかに走るサイクルリストが訪れて、国東半島

内に彩りをもたらしてくれる。それを見た地元

の方々が清掃活動をするなど住民が一緒になっ

て環境美化に努めてくれることになります。

　それから、今までは、車で巡っていたのです

が、小回りがきく自転車に乗ると行きにくい場

所にも行って見られるなど周遊経路が変わりま

す。また、そのようなお客様がみえると地元の

方がおもてなし力を発揮して、さらにコミュニ

ティも生まれてくる。また、国東半島には、不

思議なことがいっぱいあり、神仏習合という神

と仏が一緒に暮らした町でありますので、国東

半島の文化、歴史遺産等が多く、歴史に触れる

ことができます。

　それから、「海あり、山あり、温泉あり」で

も信号はなしということで、いろいろコースの

バリエーションがたくさんある。また、こちら

は修行実践の場でありますので、神社仏閣や宗

教的遺産が点在しております。自然とゆっくり

向き合う時間を十分にとることができ、精神的

な充足感が得られるということが特徴になって

おります。このようなことを来訪者の方に感じ

ていただけたらと思います。

　これが仁王輪道のマークです。４市町が揃い

マークを決まるまでにどれほど話し合ったこと

かわかりません。決定までかなりの時間を要し
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ました。すばらしいデザインがまだたくさん

あったのですが、このデザインにさせていただ

きました。

　名称は、古くからこの地域の人々に親しまれ

てきた仁王様のように、力強く駆け抜けるサイ

クルリストの姿が、地域の新たな魅力となって

ほしいという願いを込めて、仁王輪道としまし

た。ロゴマークは、海と山の両方を楽しめるルー

トであることを意味し、山と海をデザインして

おります。

　次のページをお願いいたします。先ほども

ちょっと触れましたが、山岳信仰の伝統が残る

神社仏閣や良質な温泉などが数キロおきに点

在しているということは、国内のサイクルルー

トの中でも非常に特徴的だと考えております。

ルートといたしましては、たくさんあるのです

が、国東半島を一周するルート、半島の真ん中

にある両子山を東西に横断する、また南北に横

断するルート。また、各市町の地域を回る初心

者向けに近いコース等、いろいろなコースを用

意させていただいております。

　仁王輪道は、これから整備をしていくように

なりますが、整備を大きく三つ分けました。コー

スのブラッシュアップ、プロモート活動、フレ

ンドリーサービスです。コースのブラッシュ

アップにつきましては、輪行環境などの整備、

案内看板の整理、また、モニターライドという

ことで、自転車で走っていただいて走行レポー

トを出していただくものです。どこがいい、ど

こが悪いというような走行レポートを出してい

ただいて、ホームページで公開しＰＲしていく。

３万円の謝礼を支払うのですが、これはプロ

モート活動と共通事業になると思います。

　それからプロモート活動につきましては、ツ

アーの創設や販売、それからグッズとしてボト

ルやＴシャツ等をつくり販売していこうと思っ

ております。走行会やウェブサイトの運営も行

います。フレンドリーサービスといたしまして

は、サイクルオアシスを今年度８カ所整備させ

ていただきたいと思います。サインのデザイン

を愛媛県さんと広島県さんと同じデザインにし

たいのです。そうすることによって、この西瀬

戸のルートも共通ルートになってくると思われ

ますので、その節はよろしくお願いしたいと思

います。

　また、荷物配送サービスや時間がないという

方に車を配車する並走サービスの実施をしたい

と思います。そして、交通時間に間に合わなく

なれば、お送りするという体制がとれます。ま

た、リタイアのときのバイク回収お助けシステ

ムを作らなければならないと思います。

　先ほど御講演いただきました国が推奨してお

ります自転車活用推進計画の策定によりまし

て、高い安全性を備えた自転車の普及促進など

について、総合的に取り組み、環境整備等推進

していくことも必要なことと思いますので、こ

れから協議させていただきたいと考えておりま

す。

　最後のページです。やっと写真が出てきまし

た。このようなすばらしい景色を走ることがで

きるこの不思議な国東半島の中で、皆さんもぜ

ひ一度駆け抜けてみてください。以上で発表を

終わらせていただきます。ありがとうございま
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した。

（拍手）

菊口会長　ありがとうございます。一つは、こ

の半島に暮らす、あるいは半島で生活をされて

いる方、一緒になって半島協議会という、これ

は行政の組織でしょうけれども取り組むことと

いうのは、とても意義のあることだと思うんで

すね。

　最初にいろいろ話がまとまらなかったという

お話がありましたけれど、その辺のプロセスっ

て、どういう意見の相違とか、いろんなことが

あったのですか。

黒田氏　事業をやるときに何でもですが、多く

の市町村が集まってやろうとすると、どうして

も市町村により考え方や意識の違いとかが出て

くるんですね。最初には、もう少し大分県内を

広げていこうか、大分・別府まで入れようかと

か、ここは豊の国千年ロマン観光圏になってい

ますので、中津から別府まで入れてやろうかと

いう意見がありましたが、なかなか難しいとこ

ろがあるんです。このままゆっくりしていたら

２年も３年も遅れてしまうということで、最後

は、国東半島振興協議会で一致団結してやろう

ということになったという話です。

菊口会長　今後、外部のプロモーションとか

やっていただく会社に支援をしていただきなが

らいろいろとぜひ頑張っていただきたいと思い

ます。

　次に、私どもの事務局をやっていただいて、

いわゆる風景街道として、別府湾岸・国東半島

のルートをつないでいこうという取り組みをし

ていただいています加藤さんからお願いしま

す。

加藤氏　話す前に、私は民間ですので、多分行

政の中とはちょっと違う。私は自転車はそんな

に詳しくないので、素人の考えだと思って聞い

ていただきたい。その前に一句詠んでみました。

「神の旅、帰り寄り道、国東へ」。神の旅という

のは１１月の季語で、皆さんの神様が出雲に

行ってらっしゃいますけれど、帰る途中の今日

は、この国東に寄り道をなさってるんじゃない

かなと思っています。

　日本風景街道別府湾岸・国東半島海べの道

推進協議会は、2018 年度からサイクル観光連

携部会を立ち上げ、加盟の５市 1 町で、サイ

クルの負担金を１０万円ずついただきまして。

６０万円でこれを運営しています。先般からの

お話のように、事務局は国東市とし、当初より

の提案であった５県連携を今日開く運びとなり

ました。

海べの道の、私どもの活動は世界遺産ではなく

「世間遺産」事業というのをこの４年ずっとやっ

ています。世間遺産は、町なかに普通にある風

景をおもしろがって見て歩こうということで

す。他には平成２７年に各６市町でそれぞれに

APU の学生さんに出演してもらいインバウンド
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用のＤＶＤをつくって流しました。今から紙芝

居風に仕立てしましたパワーポイントでご説明

いたします。「ライン設定は簡単・簡単」とに

かくラインを決めるのは、決めればいいわけで

すね。でも決めた後、地元と本当に一体となっ

て推進するのは、かなり難しい。地元の人たち

と結び、それを輿していくのは、もっと「大変・

大変」と現場感覚で思っています。「前提とし

ては、下手でもいいから、自分で乗ってみる。」

自転車というのは、自分で乗って漕がないと前

に進まない。後ろに乗っかってラクしても、足

腰は弱るばかり。補助輪つけて走ったら、多分、

ここにお集まりの皆さん方が「自分で乗りペダ

ルを漕ぐ」という覚悟がないと自転車はうまく

走れないと、活動を通じて今、考えています。

　「どこに支点を置くか」。テコの原理ですがど

うも私たちはサイクリストのほうに支点をグッ

とくっつけて活動しているのではないか。そう

だとすると先にある地元に、テコの力がなかな

か利かない。「サイクルってナニ」になってし

まう。地元のほうにグッと私たちが近寄って支

点を置くと、長い先の上にあるサイクリストが

下にチョット力を入れると地元がギュッとあが

る。これまで、どうも議論を聞いていると上の

サイクリストの話の力点が強い。行政が一生懸

命やって、サイクリストの人がどんどん来れば

と言うけれど、ナカナカ地元に浸透しない。「し

まなみなんて知らないよ」これは、何かと言い

ますと、しまなみの後追いをしても、私たちに

はしまなみがない。私たちがサイクリストに提

供できるものは、ここにしかないもの、ここで

しかたべられないもので勝負するという覚悟で

すね。

　先ほどお話になりました。しまなみに無いの

は温泉。道後まで行かないとおっしゃった。し

まなみ海道に行った人が別府の温泉にと。国東

は神も仏も鬼もいます。すばらしいお祭り・日

本の原風景があります。「ケベス祭り」皆さん

ぜひ来てください。火の玉が飛んできますよ。

こんなことを東京や大阪でやったら、消防署が

すぐ来て中止。何でこんな祭りがあり得るかと

言ったら、「みんな消防団なんだわ」と。ケべ

スは火祭りです。当番の家の子期間中は学校給

食は食べない。自分の家の火で拵えた弁当を持

参する。当日日の出に、村の男衆は素っ裸になっ

て海で禊をし、祭りに臨む。にそういうすばら

しい祭りがたくさんあります。そういうしまな

みとは全く異次元のプリミティブなものがたく

さん残っている、すごいと思うんです。これは

肌の色に関係なく大喜びですね。知られてない

日本。売り出し方が下手なだけ。国東は２次交

通が弱い。空港に着いても、バスの便が悪いか

ら色々と素晴らしいものが残った。私たちは自

転車を忘れていた。仁王輪道は偶然ではなく必

然なのです。自転車が一番ですよ国東は。人々

が見たいモノは「いのちき」いのちきとは、大

分弁でいうと生業・ナリワイということです。

「わしは牛でいのちきしちょる」と言うように

使います。この写真は、この前の豊後高田でやっ

た世間遺産の見渡す限り一面の物凄いネギ畑で
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す。見たら感動します。農家にお嫁さんどんど

ん来ると言っていました。世間遺産では「一景

一汁一菜一箋」景色を見ながらそこで採れたも

のを食べハガキを書く運動です。みんなでネギ

畑を見ながら屋外でネギを食べたんです。ネギ

のバーベキュー・カルソターダというのを食べ

ました。とても甘くて美味しい。ネギカレーに

ネギ汁です。それに一箋というのは、便箋の箋

です。それにネギの絵を入れて、小学生と一緒

に出すんですね。するとネギをつくっている人

たちが非常に喜ぶ。みんなが見たいのは、「い

のちき」。そこにある、本当に暮らし。その中

にあるいろんなものです。

この写真は、１０月に別府市で市民も交えた

ワークショップ。地図を広げて、ここがおもし

ろい。いや、こっちがおもしろいと、わいわい

がやがややるんですね。そこをみんなで走りま

す。住民の人と一緒に。プロの人が走るモニター

ライドとはチョット違う。市民も一緒に走る。

すると住民も「これおもしろいよね。ここにお

もしろいとこあるよ。この辺の花がいつごろ咲

くね」と教えてたり、気づいたりするわけです。

後はたぶん大切なのは「おせっかい所」。ハブ

とかいってもわからない、じいちゃん、ばあちゃ

んは。西瀬戸には、お接待文化というのがあり

ます。国東半島や宇佐あたりでは今でもお接待

で子どもたちにお菓子を配る。町の人のおせっ

かい・お接待所の設定がたくさん出来るといい

なあと思います。

もう 1 つアイデアですが、勝手「ひとり道の駅」。

これは、何かといいますと、山の上に柿がたく

さんなっている。そのままでは腐りますよね。

うちに来て、柿を取っていいよというやつです。

じいちゃんが一人で住んでいる。裏山清水、こ

こで水を汲んでいいよ。ルールは爺ちゃんとお

話をし、竹筒に１００円入れてください。自転

車なら登ってきますね。土日にはおばあちゃん

がおはぎをつくって、縁側でお茶を出して世間

話して１００円。おばあちゃんと話をします。

笑います。ばあちゃんは元気になります。別府

のガード下の８０代の夫婦でおかず屋さん。必

ず客と話します。「元気かえ」「元気で」と。私

は、話をするというのは、とても大切なことだ

と思います。地元民とサイクリストのコミニュ

ケ―ションが一番大切。話すことで元気になる。

じいちゃんが、ずっと一人でいても、毎日誰か

が水を汲みに来て、何百円かになったら元気に

なります。これが一人道の駅の構想です。ぜひ、

こういうことを西瀬戸みんなで、一緒にやって

いきたいなと思います。私は地域創生とは、そ

ういったものだと思います。

　次に、各６市町でやっていますから 6 ルート

で、市民と一緒に先ほどのワークショップを開

き、そのルートを皆で走る。風景街道には、シー

ニックバイウェイという概念があります。訳す

と「寄り道」です。6 つの寄り道をつくって、

天下一グランプリというのをやろうと思ってい

ます。例えば商店街のアーケード下でやるとか。

6 つのルートが集まって、うちのルートが 1 番

いいと言う選手権をするんですね。そうすると

町の人たちも「何しちょんのかえ」と見に来ま

す。そうやって町に広げていかないと、町の人

たちは入ってこないと思うんですね。グランプ

リは表彰して、金１銀２銅３。６ルートですか

ら。３年間ぐらいやって１８ルートつくって。

そこでグランプリを取ったところのライド会を

必ずやる。そこにみんなおいでと。そこで、一

汁一菜。私どもが今までやってきている運動を、

そのまま継続しサイクルを使ってやっていこう

と。それからもう一つは、できれば「チャリ弁」

というのをつくりたい。必ずサイクリストって、

弁当を食べます。弁当がおいしいっていいです

よね。それを地元の人につくってもらって、こ

れもコンテストにしようと思うのです。うまく
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いったら、トキハのデパ地下とか、駅・空港で

ご当地チャリ弁にしてね、６ルートのチャリ弁

を売るんですね。一番売れたのがグランプリで

すよね。

　私はやっぱり、お金をどうやってということ

になれば、５県でチャリ弁ですかね。これが

しまなみのグランプリチャリ弁だと。Ｂ級グ

ルメってあるじゃないですか。弁当に私はこだ

わってやったほうがいいかなと思っています。

そうすると地元の人が自分でペダルを漕いで弁

当を作ります。私どもは「世間遺産学会 in た

かた」を去年大分市の鶴崎高田地区で開催しま

した。それをやったら地元が元気になって、自

分たちで軽トラ市を開催したり、シンポジウム

を開くから来てくださいと仰る。本当の地域創

生ってこれだと思いましたね。サイクリング

コースをつくって、笛を吹き、旗をふるのでは

なくて、そこの人たちが「俺たちの町は、いい

町だ」と誇りを持って、「ようし、皆でやるぞ」

となってくれるのが、サイクルツーリズムの一

番大切なところだと今考えているところです。

　情報発信はとても大切ですが、最後は顔の見

える肉声のアナログでつながらないと。「アナ

ログでつながって、デジタルで発信」の繰り返

しですかね。

これは最後になりますけれど、「Remember to 

welcome strangers in your home.」これは、私

たちの風景街道別府湾岸・国東半島海べの道の

モットーでもあり、別府観光、大分県観光の父

と呼ばれる油屋熊八翁のモットーで、大分の人

はみんな知っている言葉です。訳しますと「あ

たかも実家に来た如く、旅人を懇ろにもてなせ」

= ヘブライ人の手紙より。

　私は「実家 ( ウチ )」というのが、とても大切

だと思うんです。実は世界中どこも実家だらけ

ですよね。実家の集合体が世間。「実家 ( ウチ )

に遊びにおいで」ともてなしたときが、初めて

もてなしだと思うんです。うちの親戚の子がい

て、「ウチにおいで、あそこのソバがうまいけん、

連れていくばい」と言うでしょ。実家、実家、

実家、実家があるのです。地域には。だから実

家のようにもてなしさえすれば、人々は喜んで

豊後高田市で実施した一景一汁一菜
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来てくださるはずなのだと。それでは、後半に

続くということで終わります。

（拍手）

菊口会長　ちょっと時間が押してますが、今ま

で各県の取り組みを見ていただいて、今日、こ

うして皆さんで共有させていただきました。も

ちろん、今からの部分もあれば、既に次のステー

ジを目指しているところもあるわけですけれど

も。今日を 1 つのスタートと考えた場合、この

連携のやり方とか、あるいは、連携することに

よっての可能性とか、そういう部分で何かヒン

トがございましたらお願いしたいと思います。

先ほど大野さまからお話をいただいたのは、ま

ずはそれぞれの地域でやるんだということでし

た。それぞれの違いがあっても構わない。もち

ろん発信するコンテンツも違う。そこでまず地

元できちっとやって、それがつながればさらに

効果が出ていくというような、そういうお話し

だったと思います。簡単なことではない。目指

しているのは、まず緩やかに連携できたらいい

なと思っています。そういった意味で、坂本さ

んから、またちょっと今申し上げたことを題材

に、少しお話しいただけたらと思います。お願

いします。

坂本氏　愛媛県坂本でございます。座って御説

明させていただきます。先ほど菊口さんからお

話がありましたように、緩やかな連携というの

が、一番このエリアにいいんじゃないかなとい

うふうに思います。それで今回、提案させてい

ただくのが三つです。提案といいますか、何を

目指していくかということなんですけれども、

「コト消費」から「トキ消費」へというのが、

このエリアにふさわしいんじゃないかなという

ふうに考えましたのと、幹と枝のサイクリング

コース設定ということ。それから最後に自転車

を文化に「西瀬戸自転車文化圏」というような

提案をさせていただきました。

　いよいよ「コト消費」から「トキ消費」へと
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いうところなんですけれども。先ほどからお聞

きしていますと、地元のそれぞれの盛り上がり

というのは、相当すばらしいものがある。それ

ぞれの県で福岡県もそうですけれども、山口県

もそうですが、どんどんコースづくりができて

いるというふうに考えていけば、四国一周で

今僕たちが愛媛県がやっているようなぐるっと

回って１，０００キロ走って、どうこうという

のではなくて、ゆっくり時間を過ごしてもらう

ための提案づくりの方をしたほうが、ここのエ

リアには合うんじゃないのかなというふうに思

いました。だから、四国一周の私のパワーポイ

ントでごらんになった記憶を思い起こしてほし

いんですけれど、四国があって、ぐるっと１，

０００キロのラインがあって、それ以外のルー

ト提案がないんですよね。それは、これから皆

様がオプションコースで考えてくださいという

ことなんですけれども。

この西瀬戸のエリアはそうではなくて、各地に

たくさん見どころがあるんですよと。たまたま

この５県のエリアが緩やかに連携しているか

ら、このいろんな魅力のところをつないで、売っ

ていきますよという、ちょっと発想の転換をし

たらどうかなというのが、トキ消費で、もう外

国人の方や国内の方を呼んでサイクリングして

もらうではなくて、自転車を使ってゆっくり時

間を過ごしてもらうアプローチをしていったら

どうかと。そこが地域の活性化、いわゆるお金

と申し上げたいんですけれども、地域の活性化

に外部とつながるんじゃないか。そして地元が

喜んでもらえるというふうに考えました。

　そういうふうに考えたときに、幹と枝のサイ

クリングコース設定ということで、いわゆる四

国一周は幹のコース設定をして、そこにアプ

ローチしている。ここのエリアはそうではなく

て、枝の部分を充実させてコース設定をまず作

るんです。魅力はある。愛媛もマルゴト自転車

道でやっている。ほかの県もそれぞれ取り組ん

できてる。じゃあ、そういうどこでも取り組ん

でいる取り組みを逆転の発想で、こういうエリ

アに魅力があるのを、たまたま５県で手を結ん

でつなぎましたというアプローチの仕方がいい

んじゃないかなというふうに思いました。

そして、もう一つは自転車を文化にということ

なんですけれども、要はそれぞれに地域の文化

というのはあると。その地域の文化を枝のコー

スで売っていく。緩やかに連携してつなぐ。じゃ

あその地域の文化をつなぐ、この５県のキー

ワードは、自転車の８Ｋにしようじゃないか

と。要は、自転車活用推進法という法律ができ

ましたけれど、ここにゴルフの活用推進法とか、

テニスの活用推進法って、同じスポーツであっ

てもできると思えないんですよね。自転車だか

ら法律になる。そう考えれば、自転車がもつ効

能、交通・観光・交流・経済・健康・高齢化と

か、いろいろあるんですけれども、この８Ｋの

部分を徹底的に５県がブラッシュアップして

いって、このエリアに来たら、こんなにみんな

自転車に取り組んでいるんだよと。そこで走る

コースは、それぞれの地域にあるよと。じゃあ

キーワードは自転車の８Ｋで連携しようやとい

う、実需じゃなくて、内側での連携と。意識の

連携という形の取り組み方をすれば、ほかの方

が見たときに「いわゆるサイクルハウスだ、サ

イクルオアシスだ」と名前が違っていても心で

は、一緒やないかと。こういう取り組み方を打

ち出せば、ちょうどこのエリアの風土に似合う

んじゃないかなと。こういうふうに考えたとこ

ろでございます。

菊口会長　ありがとうございます。また新たな

視点ですけれど、先に皆さんパネリストの御意

見を。
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会場男性　会場のこちらからの意見も求めたら

どうですか。まだ時間があるのでしょうか。

菊口会長　はい、一番最後にご意見を伺います。

男性　あるんですね。

菊口会長　その時間を取らせていただいていま

す。

男性　はい。わかりました。パネリストは、日

ごろ勉強しているから十分に話せるんです。

我々は初耳もあるし、いろいろ意見もあるしね。

会場の意見も聞いたら、もっと充実するんじゃ

ないかと。

菊口会長　ありがとうございます。

男性　それがパネルディスカッションの良さな

んですね。わかりました。それでは、進行して

ください。

菊口会長　都度都度の質問よりも、最後に御意

見がある方を纏めてお時間をとっていますの

で、よろしくお願いします。では、矢野さんど

うぞ。

矢野氏　続いて広島県です。広島県では、中国

地方知事会、サイクリング部会ということで、

これ３年前の知事会で、うちの知事から提案さ

せていただきまして、その後発足して。２９

年度からこれまで３年目ですけれども、各県で

１００万円ずつ出しあってマップを作成した

り。きょうも会場の後ろに持ってきていただい

て、後ほど手に取っていただきたいんですけれ

ども。マップをつくったり、雑誌掲載をしたり、

サイクリングイベントへの出展などに取り組ん

できました。

　何分広い県ですので、エリアを三つに分けて、

瀬戸内、しまなみだったり、岡山だったり、日

本海側だったりエリアに分けて、その後にルー

トということで取り組んでいます。

　これまで休憩場所であるとか、それぐらい各

県のサイクリスト休憩場所ということで、取り

組んできましたり、各地域のサイクリスト受け

入れ体制の整備というのをやっています。

　今年度の魅力発信は、雑誌掲載などに取り組

んでいます。来年度以降は、先月も各県の方に

集まってもらって議論したんですけれども、来

年度以降は検証可能な事業、５県のルートがど

のように認知をされていて、どんな形で知られ

ているのかというのを数量的な定量的な資料と

いうことを踏まえて、来年そういった取り組み

をキックオフさせてみたいなと思っています。

　最後のページなんですけれども、ネクスコ発

行のドライブ雑誌の地図ページを赤線で引いて

みまして、これだけエリアの中で航路があると

いうことでございます。８００キロですね、一

筆書きに走るというのは、なかなか海外の人で

は、難しいかなということでございまして、そ

ういう航路でショートカットありというような

ことで、中国地方を３エリアに分けて取り組ん

だように、東のほうから広島、呉、松山とあり

ますし、愛媛県が一番陸航路が多いんだなと改

めて思ったんですけれども、３エリアぐらいに

分けて考えてみるのもどうかなと。広島・愛媛・

山口とか。山口・愛媛・大分とか。山口・大分

等と。そういった西瀬戸のエリアを三つぐらい

分けて、航路も活用しながら取り組んでいくと

いうやり方もあるのではないかなと考えており

ます。以上でございます。

菊口会長　ありがとうございます。県全部が連

携するというよりも、幾つかのルートに分けて
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考えるというような考え方もあるというような

御提案です。じゃあ田川さん。

田川氏　山口県のほうは、まずツアー誘致での

連携ということころで、ちょっと具体的になる

んですが、やはり海外の方って、入ってきたと

ころから、いろんなところに行って、いろんな

ところを楽しんで出て行きたいという希望が多

い方が多いので、ちょっと広域、広島県さんが

言われたような形で、広域なルート設定、それ

から全てを走るというのが難しいので、そこを

バスでつないで次の県に渡すとか、そういった

ところでの連携をしていくといいのかなという

ことを思いました。

　それからサイクリングガイドとか、サポート

カー運用に関する情報交換ができて、各県がど

のように取り組んでいるのかというところを参

考にツアーとかを組むこと。それからサイクル

バス・サイクルトレインの運用に関しても、先

進的にやっておられる愛媛県さん、広島県さん

を参考にしながら、これを定期的に動かしてい

くのかとか、そういったところもできればいい

なということ。

　それからガイド養成に関する連携ということ

で、日本人の方は該当しなくても多分、自分た

ちで見ながら回れると思うのですが、海外から

の旅行者に関することであればガイド養成、ど

ういった指示でガイドしているのかとか、そう

いったところの連携ができていくと各県にまた

がったときに、全く別々のガイド方法という

ことになると、また海外の人も混乱するのでは

ないかということで、そういったところも連携

していけたらいいなというふうに考えておりま

す。以上です。

菊口会長　皆さん、事前にお願いしていたので、

いろんなことを考えていただいて来て下さりあ

りがとうございます。山田さん、御意見ありま

すか。

山田氏　ありがとうございます。事前にテーマ

をいただきましたので、私も４つほど考ててみ
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ました。

　一つ目は長期滞在サイクリストの集客を目指

す。大きなルートができますので、そして官民

隣県が連携した受け入れ体制の確立、そして世

界を見越したブランド化、そして県民の方、実

際に日本の方が利用しやすいようなものをつく

りたいと考えています。その中でどういうもの

を作っていくかに関しては、皆さんと一緒に教

えていただきながらやっていきたいなと思うの

ですが、この官民隣県が連携した受け入れ体制

の中で、道路が今後整備されてくると思います。

ラインが引かれたり、案内板が置かれたり。私

は実際に世界の色々な道を自転車に乗ってきた

のですが、今月、オランダのアムステルダムを

走ってきました。アムステルダムは自転車の先

進地域なのですが、この写真の左側がサイクリ

ングロードです。右、左行けるようにちゃんと

ラインが引かれていて、右側が歩道です。この

写真の、運河の横に伸びているこの道もサイク

リングロードです。このように、アムステルダ

ムから隣の町まで約４０キロを実際に自転車で

走ってみたのですが、信号なんて数えるぐらい

しかなく、その中を歩く歩行者はおらず、とて

も快適でした。オランダで、自転車ってすごく

便利な乗り物である事を再確認しました。

ところが残念ながら日本においての自転車の位

置というのは、安価な乗り物というポジション

だといまだに感じます。実際にインバウンドを

呼び込むというのはとても大事なのですが、実

際に日本人にも利用しやすくして、経済を回す

ということも同時に考えていく必要があると思

います。日本人の自転車保有台数はとても多い

ですが、スポーツとして自転車に乗っている方

というのは、多分１０％いないと思います。残

りの９０％の方にどうやって自転車に乗って頂

いて、今から引くルートに走っていただくかと

いうことも同時に考える必要があると考えてい

ます。その事についても、皆さんと話していけ

たらと思っております。そして自転車の形状に

ついてです。オランダには便利な自転車がたく

さんあります。この写真の自転車には子供が前

に３人乗っていて、とても寒くて気温は３度ぐ

らいだったのですが、こうやってカバーしてい

たら、子供たちも温かく自転車に乗っていられ

るのですね。とても便利です。

　日本は、今まではホイールベースといいまし

て、ホイールとホイールの間の距離が長かった

ら走れなかったのですが、今は、タンデム自転

車の走行が可能になっている自治体というのが

増えています。そして、今回連携する各県はタ

ンデム自転車の走行が可能になっています。つ

まりタンデム自転車を含めた、ホイールベース

が長い自転車、便利な自転車が今後増えていく

可能性があります。

今後作られる道路の作り方、このような自転車

が走るということも考慮していく必要があると

考えられます。オランダはこのような自転車が

たくさん走っているんですが、なぜこのように

長い自転車が安全に走れるのかというと、自

転車レーン１車線あたりの幅がとても広いので

す。なので、このような自転車が大回りにカー

ブを曲がっても安全に曲がれます。ところが日

本というのは、タイトな道がたくさんあります

ので、そういうコーナーをこのような自転車が
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いかに安全に曲がるのか。ちょっと広めにス

ペースをとるなどの方法を考える必要があると

考えられます。

　そしてこちらの写真は、自転車をそのまま乗

せられるというサイクルトレインです。一部で

はやっているところもあるのですが、多くの県

はまだまだできていません。それをいかに解決

していくか。せっかく隣県つながりますので、

どこかで疲れたなと思ったら、自転車を乗せら

れるサイクルトレインがあるという事も、安心

して回れるポイントになると思います。

　次に世界に見越したブランド化というところ

もやっぱり必要だと思います。そしてその中

で、どうやって他のルートとの差別化を図っ

ていくかという事も考える必要があると思いま

す。アムステルダムの後に実はケニアに行って、

サバンナをサイクリングしてきました。とても

面白かったです。ヨーロッパではアルプスもサ

イクリングしてきたのですが、素晴らしかった

です。しかし、私の中で一番思い出に残ってい

るサイクルツーリズムというのがこちらになり

ます。タイです。タイのサイクルツーリズムの

面白いという話は聞いていたのですが、実際に

行ってみてかなり衝撃を受けました。実際にこ

のような荒れた道を普通に走っていて、市場の

中も走って行きます。このようにあり得ない、

考えられないような道も現地ではそのまま進み

ます。整備なんてされていません。道なんて悪

いままです。それでもどんどんどんどん走って

行きます。そして、ローカルフードも、絶対に

観光客が食べないようなローカルフードを食べ

て、そしてちょうど下校時だったので現地の小

学生とすれ違ったのですが、みんなこうやって

外国人に向けて手を振ってくれました。この地

域の方の理解度、これこそが、受け入れ体制の

中で最も重要なものであるというのを強く感じ

ました。本当に、強く思い出に残っているサイ

クルツーリズムです。アルプスも素晴らしく、

サバンナも素晴らしかったのですが、現地の人

の理解と、その国のリアルな姿を見る事がサイ

クルツーリズムの醍醐味です。そこを注視して、

ルート作りをしていただけたらなと思っていま

す。

　そして県民の利用。先ほど言ったとおり残り

９０％の人たちがどうやって、利用していただ

くか。この長い距離をどうやって回っていただ

くかと考えたときに、やはり何かテーマを考え

て、それをサポートする体制が欲しいなと思い

ます。福岡県が県内を一周できるようなルート

を引きました。そしてそのルートを、約３００

キロを３日間かけて回ることができます。実際

にそのルートを中学生と一緒に走ってみまし

た。その前に１周回るという事を先進的にやっ

ているのはもちろん台湾です。この台湾でなぜ

１周が流行ったのか？台湾には１０年前から

行っているのですが、台湾は１０年前までは自

転車を作っている所であり、自転車に乗ってい

るというイメージはありませんでした。それが

ここ数年でガラッと変わりました。そのきっか

けと言われているのが、この映画です。少年が

台湾を１周するという映画なのですが、これが

ヒットしたことによって、例えば卒業するとき

に台湾を１周するなど、記念日の思い出をつく

るような時に台湾を１周するということが、一

部で盛り上がっていると聞きました。このルー

トでも、そういうものがつくれたら良いなと思

い、中学生と一緒に福岡を１周してみました。

　旅の途中は、写真をとっていたら波がきたり

と、本当に珍道中だったのですが、この子はおっ

とりしている子なのですね。おっとりしている

子なのですが、３日目には、こういう表情をす

るようになりました。家に帰ってお母さんにと

ても楽しかったという話をしていたと伺いまし

た。こういうことをもっともっと広げていきた
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いなと思っています。

この中で泊まりがけのサイクリングをやったこ

とがある方いらっしゃいますか？まだまだ少な

いですね。なぜ少ないかというと、やっぱりハー

ドルが高いからだと思います。ですので、そう

いうハードルを下げられるようなサービス、県

をまたいだサービスが、どんどんどんどん広

がっていくと良いなと、一サイクリストとして

本当に熱望しております。ありがとうございま

す。

菊口会長　ありがとうございます。リアルな部

分というのは、さっき加藤さんの話にもあった

ような、共通する部分であります。次に、黒田

さん。

黒田氏　私は、山田さんみたいに元気に世界を

回れないので、この１枚の地図をゆっくり眺め

ながら巡ってみました。

このルートの何か戦略を考えてくださいという

ことでしたので、眺めていると、この地図に不

思議を二つ見つけたんです。その一つは、海を

渡るルートが「橋で渡る。トンネルで渡る。船

で渡る。」となっているのですね。関門海峡は、

トンネルで渡らなければならないので、このよ

うなルートというのはなかなかないと思うんで

すよね。とても素晴らしいコー

スだと思いました。

　それからルート上に魅力的な

観光地が非常にたくさんある。

ありすぎて飛ばしますが、松山・

尾道・広島・岩国・下関・門司・

中津・別府。それから、有名な

グルメがここにずっと並んでい

るのですね。これは目白押しな

ので飛ばしますが、愛媛・鯛め

し・広島カキ、下関フグ、門司

港焼きカレー。それから疲れを癒せる有名温泉

地や宿泊地がほどよい距離感にある。たくさん

温泉に入りたいので飛ばしますが、道後温泉・

宮島、宮浜温泉・湯田温泉・別府温泉。このよ

うに並んでいるのは、なかなか他に例を見ない、

魅力的なゴールデンルートになっているので

す。このようなルートでは、一日に１００キロ

も走り抜けてもらいたくないということで、先

ほど坂本さんが薦められたと思うんですが、私

もゆっくりルートから外れて、寄り道をしても

らいながら走るというようなルートになっても

らいたい。そして、地元の人と出会って話すと

か、その町にしかないものを体験してもらった

り感じてもらうとか、そういうような場所、ルー

トになってもらいたいと思います。５県が連携

するわけなので、一気に駆け抜けていくような、

一日１００キロも進むようなルートでは、なか

なか上手くいかないのではないかと思っており

ます。

　それからもう一つ不思議なことがあったんで

す。皆さんこの地図をゆっくりごらんいただい

て少し想像してみてください。気づくのは、こ

のルートに洗脳されている私だけかもしれませ

んが、この赤い８００キロのルートを結んだ線

が、犬が楽しそうに飛び回っている姿になって

いるんです。ちょうど目のあたりに何か書いて
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いるし、左側を向いて、楽しくとび跳ねている

犬の様子に見えるのです。西瀬戸サイクルルー

ト「フライング・ドッグ」という名前にしたい

ほどで、非常に楽しいコースになるということ

を物語っているんじゃないかと思うんですね。

だから、ぜひこのルートは、いろんな活用方法

があると思いますが、ここに結集された皆さん

とともに、一緒に頑張ってつくっていきたいと

考えております。以上でございます。

菊口会長　ありがとうございます。ユニークな

視点ですね。では加藤さん。

加藤氏　先ほどのつづきを、駆け足で言います。

鉄道がなかった時代には、本当にこの西瀬戸の

海が最大の道。交易もすごかった。瀬戸内海の

十字路というのは。九州大名の参勤交代の多く

は大分から出るんですね。豊後森、竹田、肥後

藩そして島原藩などなど。それから交易のほう

も、いろんなものがここを通って天下の台所大

阪への物流。トピックスがあります。国東では

「ひろしまに行く」いうと、例えば「加藤さん

元気かい」「加藤さんは、広島にたばこを買い

にいった」という。それは、加藤さんは死んだ

ということでございます。それくらい、広島な

のか、広い島なのか、それは学説があるみたい

ですが。とにかく国東では、いまだにチョット

中に入ると「あの人はどげんしよるかい」「広

島行ったで」「おおそうかい。それはいけんこ

とやったな」というぐらい近いところでござい

ます。

　それからお接待文化があるということに加え

て、「西瀬戸経済同友会」があります。活発に

一緒になさっています。大分県は東九州の玄関

口と呼ばれます。そういうふうに今でも海に向

かって非常に便利。だから今回の 5 県連携の目

的の 1 つフェリーの振興というのも、非常にご

ざいます。

私どもが考える連携は「緩やかな連携」。各自・

各地域が独自のペダルを、一生懸命漕いで、そ

れを緩やかに連携しましょうと。ドリカムは「晴

れたらいいね」ドリーム五つ星は「できたらい

いね」。

　では、できたらイイねのお話です。２０２０

年、東京パラ・オリが開催。阿蘇草千里の 10

年モノ。先日 NHK の「ドキュメント 72」で見

ました。１０年に 1 回、阿蘇の草千里の駐車場

にバイクが全国から集まる。ただ来るだけ。３，

０００台。集まるのは１０年に１回しかやらな

い。ひたすら写真を撮ってアルバムを作る。た

だそれだけ。「俺３０年前にも、このバイクに

乗ってた」とか「息子と来ました」とか言ってね。

「いいですねぇ」私も、西瀬戸で何かこういう

ことができたらといいなと思っています。

　例えば２０２０年西瀬戸リレーツアー。４年

に一回やりましょうと。健常者と障害者がとも

に走る。別府は実は障害者スポーツの発祥地な

んですね。「太陽の家」というのがございます。

創設者の故中村裕博士は 1964 年東京パラリン

ピックの選手団長です。次回別府に来たら、ぜ

ひ立ち寄ってください。そういうことで、でき

るといいなと考えています。

　それから、先ほどお話しました、例えば西瀬

戸天下一寄り道グランプリとか。グランプリの

チャンピオンコースでＷＩＮＮＩＮＧ　ＲＵ

Ｎ。競馬 G1 優勝するとＷＩＮＩＮＮＧ　ＲＵ

Ｎといって馬がもう一周観客の前で走ります。

こういうことができたらいいなと。

　他には、西瀬戸天下一写真グランプリ、写真

を撮ってインスタであげて下さいと言ってもな

かなかですが、これがグランプリになると懸賞

ですから、みんな張り切って出してくださると

思います。春夏秋冬のグランプリ。西瀬戸の小

島通いの御朱印帳とか。先ほどの瀬戸チャリ弁
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グランプリ、兼題、兼題というのは、俳句をや

る方はご存じですが、今回は魚を２品、地元の

炊き込み御飯を入れたなど、予めのお題。うま

くいったら商品化。道の駅やフェリーや空港や

駅やデパート、これは売れますよね。この写真、

ちょっと見にくいんですけれども、京都のする

め屋さんの包装紙です。京都の絵地図が包装紙

なんです。弁当の包装紙をそういうふうにサイ

クルマップにすると、非常に一般の皆さんにも

わかりやすい。次の一手として、チャリかりん

とうなどを開発してもらって、そうすると地元

の人たちが頑張りますよね。道の駅の人なんか

と、非常にうまくいくんじゃないかなと。大分

でも、1,5m 言うまでもなく愛媛さんのデザイ

ンで。情報発信、告知そして共有、企画。知ら

ないですよね。隣県は。隣は何をする人ぞと、

知らないから行くにも行けない。これを共有す

ることによって、お互いの情報を取り入れ行き

来が始まる。

　ということで、皆さん御一緒に「ペダル軽や

か、海はきらきら、空にはひばり、野には花が

咲き乱れ、その西瀬戸海道のにぎやかなこと」

とできたらいいなぁ。チャリが来てくれたこと

で、何だかちょっと良くなって、先月まで 1 日

15,000 円位の売り上げが 18,000 円に売れと

るわ。３，０００円ぐらい売れるようになった。

私これが、地域活性化だと思います。と、い

うことで今年度どこかでもう一回、集ってミー

ティングをと。画面は、フランス語でオシマイ。

「ＦＩＮ」これで終わります。

菊口会長　ありがとうございました。きょうは、

アドバイザーとしてお見えいただいた大野さん

がいらっしゃいますが、ちょっとその前に先ほ

どから参加していただいている方、全体を聞い

ていただいて、いろんな質問等があろうかと思

いますので、マイクをお願いします。

男性　北九州から参りました。我々、小倉から

宇佐まで歴史的なものを中心に街道をふくんで

います。今回５県を結ぶということ、今月の初

め聞きましてね、まずその構想の大きさに敬意
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を表したいと思います。これ誰が始めたのかな

と。最初はお役所が音頭を取ったのではと思い

ましたが、恐らく加藤さん始め、皆さん方。きょ

う来てみたら、そうではないわけですね。あく

までも地域の盛り上がりということで、非常に

うれしく思いました。

　それで２、３お聞きしたい。我々高齢者。私

８５歳ですけれど、小さいころは自転車が好き

でした。なかなか手に入らないで、ついでに言

いますと映画で、２４の瞳という映画があった。

大石先生が自転車にスイスイ乗って、生徒たち

の前でポンと降りる場面が、非常に印象に残っ

ているんですね。昭和２４、５年の映画だった

と思いますが。

そのように自転車に対しては、非常に愛着、憧

れがあります。その自転車に乗れる年齢は、大

体どれくらいなのか。私はまだ８５歳で乗れま

すけれど、坂道がきついですね。それが一点。

それからサイクリングの終点でどこかで自転車

が集まりますよね。それは、トラックとかに乗

せて、また元の位置に返すようなお話しでした。

やはりそうやるんですね。それは、九州に球磨

川という川があって、川下りをしたらその大き

な船をトラックで、また人吉まで運んでいるん

ですよね。自転車は、タイヤあるいはブレーキ

が大事ですね。その辺は、どこかのピットでちゃ

んと修繕してくれるのか。それからさっきの

ルートは、非常にいいルートだと思います。私

は、尾道まで行くのは遠いような感じもします

が。だからフェリーを使って行くと良いのでは

と、そういうことを感じました。よろしく。

菊口会長　最初の年齢という御質問は、山田さ

んすみません。

山田氏　自転車に乗れる年齢なんですけれど

も、いつまででも大丈夫です。というのもちゃ

んと理由があるんですよ。２輪の自転車だと、

バランスがあって危なかったりするんですけれ

ど、実は免許を返納された方が次に乗る乗り物

として、４輪のアシスト自転車というのが出て

います。ですので、こける心配も少なくなりま

すし、漕ぐ力がちょっと弱くなったとしてもア

シストしてもらえますので、そういう自転車で

楽しんでいただけるんじゃないかというふうに

思います。

菊口会長　ありがとうございます。それといわ

ゆるレンタル自転車のお話が出ましたよね。要

は、どこまで乗り捨てみたいな話があるのです

けれども。

男性　返さなくていいのか、そこに置きっ放し

でいいのか。

菊口会長　はい。今、実は大分市内なんかも、

駅とかいろんなところに交通系のカードで乗れ

るようになっています。それを大分市さんが今

やられていますが。それをまた別の違うステー

ションで乗り捨てにする。すると１カ所にザー

と固まるケースがあります。そういう場合は、

トラックに積んで元に戻すということを委託し

てやっているケースがあります。しまなみさん

も、先にやられているので、ちょっとその辺の

運用のところを教えていただいていいですか。

ついでに、さっき修理というお話がありました

けれども、そこの部分も含めて。

坂本氏　しまなみ海道の場合は、後ろにこうい

うマップを今回置いているんですけれども。ハ

ブと言うか、中心になるのは、尾道のレンタサ

イクルステーションと今治側だったらＪＲ今治

駅のところとサンライズ糸山のところというこ

とで、大きく三つあるんですけれど。
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それぞれの島の道の駅のところに、自転車を貸

したり、返したりする場所をつくっているんで

すよ、何カ所か。そこにそれぞれ皆さんが、そ

この場所で乗り捨てをすれば、自転車に関して

は後は私どもが回収して、また再配するという

システムをとっているんですね。なので、その

システムをこれだけの８００キロのエリアでつ

くるのはなかなか難しいとは思うんですけれど

も、やっている事例はしまなみでありますから、

その手法をとっていく。それぞれ組織が違うと

ころでもやっています、

男性　その元に返すのは、公的事業でもやって

いるのですか。

坂本氏　これは、公的事業ではなくて、それぞ

れの尾道側であれば一般社団法人しまなみジャ

パン、今治側であれば市から指定管理を受けた

事業所がやっています。

男性　そういうことを充実させないといけない

ですね。　

坂本氏　そうなんです。ただそれが採算の観点

でいうと、なかなか難しいところがあります。

そして、修理に関しては、やはりしまなみ海道

の場合、自転車屋さんが少ないんですよ。それ

で島走レスキューというか、レスキューサービ

スとして、地域の場所で車屋さんやバイク屋さ

んが、お手伝いをしてくれたりとか。後は「壊

れました。助けにきてください」ということに

なれば、軽トラでリカバリーにいくというよう

なシステムを取っています。それはシステム化

をしていかなきゃいけないんですね。

男性　わかりました。

菊口会長　よろしいですか。ほかに何か御質問

とか。どうぞ。

男性　時間がかかっておりますが、国東半島で

ツール・ド・国東を３８回続けてやっておりま

す。杵築市の真砂と申します。きょうは、西瀬

戸海道ルートということで、先ほどは、地元の

黒田課長から大変大きな夢のような話も出まし

た。そういう話を聞きながら、私は１１回大会

から実行委員長をしていますが、３代前の市長

に、ツール・ド・国東という名称にしたいとい

う話をしましたら、何でツール・ド・杵築にし

ないのかということでした。国東の当時、合併

前の２市６町１村、その２市６町１村の皆さん

に協力してもらって、一緒にやるので「ツール・

ド・国東」。３０回大会は、３，０００人を超す、

３，０３４人走りました。警察のほうからスター

ト、ゴールの住吉浜に車が入れないので、国道

に車が並んでいる。朝、駐車場に入れないとい

うような状況になりまして、３１回大会から、

２，５００人以上は絶対にだめだということで、

参加人員を制限し実施しています。ただ、私も

後期高齢者になりまして、この大会をいつまで

やるのか。どうするのかなという思いに駆られ

ているところで、今日来ましたら、このままや

めるというわけにはいかないかなという思いも

しながら、座っています。６５０人のボランティ

アの皆さんに助けていただいていますが、私よ

りも先輩もおりまして、最初から始めた理事長

はもう８４歳になります。「もうケリをつけよ

うやないか」という話が出ています。何とかと

いう思いもあるんですが、ただ三河市長さんの

思いを含め、せっかくこの国東半島はぐるっと

回ってどこにでも帰ってこれるわけで、非常に

全体的に管理がしやすい。そして過疎地で車が

そんなに走らない。私どもは５月の連休に走り

ますが、そんな時でも車がたくさん走っていな
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いというようなことです。

　ただこういう中、自分たちも頑張ってきたわ

けで、まだまだ頑張らなければいけないと思い

ますが、やっぱり自転車の走る環境に、今はま

だまだ整備が追いついていない。自転車の事故

や、私も大会をしながら人身にかかわる事故が

あったら辞めますということを毎回、大会の前

には言うんです。おかげで人身にかかわるよう

な事故はないけれど、転んだりとかいうのは２、

３件あったりしました。全く無事故のときもあ

りますが、走る環境になっていない所がある。

やっぱり車道を走りますから、非常に狭い。ど

うしても車道の狭いところは、歩道に上げて車

を走らせようとするのですが、歩道には車止め

があって、こんなに車止めがいるのかなという

ほど沢山あります。そういうようなことを感じ

ながら今日まで活動してきました。

国東半島全体でもせっかくのすばらしいサイク

リングロードができています。そのサイクリン

グロードを使って、ある区間でも走らせたいの

ですが、そこには車止めがずっとあちこちある。

そして入り口がわかっても出口がどの辺になる

か。あるいは出口のところが鋭角になっていた

りして、とてもじゃないけれど意外と使えない

というようなサイクリングロードになってい

る。せっかくの国東半島の少しずつあるサイク

リングロードも、これをもっと整備をすればと

いう思いはします。

最近は空港から、何十人か国東半島を走ってい

る姿も日ごろ見て、大変うれしく思っています

が、そういう面でもっともっと自転車の走られ

る環境づくりをしていかなきゃならない地域で

いてほしいなと、そういう思いを強く持ってお

ります。続けてやってきた中で、私たちも何度

もいろんな形のお願いをしてまいりました。ま

た、私どもが車を雇って路上の左側の落ち葉や

そういうものを片づけたりしているわけです。

走りやすい環境ということで今後ともよろしく

お願いします。

菊口会長　定着して人気が出て、さっきお話が

あったように人数制限がかかったというのは、

私も聞いています。それだけ運営側は御苦労が

多いというように思っています。今、お話があっ

たような部分も含めて、仁王輪道という一つの

新しいルートが出来たわけです。ではイベン

トのときにどういったものが課題になっている

のかという事を、もう一回整理をして解決でき

るものから、また一緒になって議論をし進めさ

せていただいたらと思います。今日は、地元杵

築市役所の黒田さんもお見えになっていますの

で。貴重な御意見をありがとうございます。

　ちょっと時間が下がっておりますので。

男性　ちょっと感想を述べさせていただいてよ

ろしいですか。　　　　　　　　　　　　　　

　北九州から参りました豊の国風景街道推進協

議会の北村と申します。きょうは、西瀬戸内５

つの星の可能性を探るということで、私もこれ

はおもしろい計画だなということで参加をした

わけです。

　実は、私は加藤さんの大ファンでして、きょ

うは加藤さんがお話があったアナログでつなが

り、デジタルで発信する。私はまさにそのとお

りだと思います。そういうすてきな話もいただ

きました。この５つペダルがつながる中、大分

県と後の四つの県では、温度差があるように私

は思いました。その理由は何かといいますと、

それぞれ今日出席された方が、大きな夢を持っ

ているということであれば、希望としては、で

きたらこれから５つの県ができるだけ、足並

みをそろえる中身で定期的に打ち合わせ、また

我々にもここまで進んだよという呼びかけをし

ていただければと思います。以上でございます。



57

菊口会長　感想ありがとうございます。今それ

ぞれにサイクルを主体に取り組まれて、それぞ

れのセクションをお招きしてということで。た

だおっしゃるように可能性としては、広がりが

まだまだでこれから。これは一つの方法論とし

てということで、その辺は皆さんも御認識をさ

れているので、また仰っしゃっていただいたよ

うに定期的にステップアップしていけるような

協議会ができたらいいなと思っております。あ

りがとうございます。他に、よろしゅうござい

ますか。すみません。進行が悪く時間が下がっ

ておりますが、今日東京からお見えいただいた、

アドバイザー大野事務局次長様に感想も含め、

ご発言いただきたいと思います。

大野氏　いろいろな地域の現状等を教えていた

だきましてありがとうございました。やっぱり

いきなり、この壮大なルートが誕生するという

のは、なかなか難しい面もあるんです。やっぱ

りいろんなエリアがそれぞれのエリアの取り組

みへ、しっかり充実させていったうえで、お互

いの連携をはかるということがやっぱり重要

じゃないのかなというのを改めて思ったところ

でございます。

　そういった意味で、このルートがどういう姿

を目指していくのかというのを早目に共有され

たほうがいいんじゃないかと思います。それは、

坂本さんは緩やかな連携がいいんじゃないかと

いう話をされました。連携もいろんな連携の仕

方があるんだと思います。それは当然ですけれ

ども、各地域が充実したルートを持った上での

話だと、その全体をつなげるということにこだ

わってこのルートを築いていくのか。それとも

各々の地域の活動が連携をはかっていくのかと

いうことで、連携の仕方がかなり変わると思い

ます。

　もし本当に将来的につなげるんだ、全部走る

ということを四国一周がそうなんですけれど

も。四国一周は、まさに一周するということに

価値を見出して、それを売りにして、知名度を

アップしていく。本当にそういうふうに一周す

るということに重点を置くのか、お互いが共有

するものを持って、お互いに連携をしあって、

お互いを高めていくというふうにするのか、形

が変わると思います。それを早目に共有したほ

うがいいんじゃないかと。そうした上で、本当

につなぐのであれば、抜けがないようにしてい

ただきたいなということ。一周するということ

に価値観を求めているのであれば、抜けがない

ようにしていく。その際に心配なのは、呉から

岩国の間が一番危ないです。自転車は、ものす

ごく危ないルートもある。どのルートを通って

も危ないので、ルート設定ができないんじゃな

いかなと心配はあります。かなり距離は長いで

す。そこの問題をどうするかというのを柔軟に

考えないと成立しない恐れがあるので、そこを

見きわめないといけないんじゃないかと。

　それと、こういった広域の連携を進める上で

は、やはり県の役割というのがものすごく重要

です。先日、ナショナルサイクルルートを３ルー

トを指定させていただいたんですけれど、いず

れも県がものすごく全面に立って推し進めてい

るところです。ですから指定の際には、ほとん

どの県の知事が東京に来られて、精力的に行っ

ている。やっぱりものすごく県の役割というの

は重要です。自転車というものは意外にすごく

軽そうな施策なんですけれど、本当にやろうと

思うと情報発信力も含めて、県の役割というの

は重要です。

　５県によって各々取り組みの濃淡はあるかと

思うんですけれど、ここでスタートをきった大

分県さんがですね、実は一番弱いと思っていま

すので。大分県さんの奮起に今後かかっている
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んじゃないかなと私は内心思ってますけれど。

裏からもサポートはいたしますけど、ぜひ各県

が連携して進めていただきたいなということは

思います。

　それとですね、これだけ広いルートになって

まずスタートラインを切ったわけですので、お

互いがお互いのルートを知らないと、話になら

ないと思います。みんな「うちがいいんだ」と、

それはそうだと思うんですね。この中で全員し

まなみを走ったことがある。国東を走ったこと

がある。ほかの地域を走ったことがありますか。

お互いを知ることから始めないといけないの

で、最終的にはどこの地域に行ってもほかの地

域の魅力を語れるというふうに持っていかない

と連携も何もない。一つも共有するところもな

いので、それはぜひ交流をはかっていただきた

いなということは思います。ぜひお互いを訪問

するところから始めることがいいと思っていま

すし。今後イベントがあれば、人をできるだけ

お互いが相互に組み合って、イベントに参加す

るという関係がいいんじゃないかと。

　それと最後になりますけれど、各地域でイベ

ントというのは、そのルートともあるんですけ

れども、ぜひイベントを積極的に。イベントを

やるということが目的化ではないんですけれ

ど、イベントをやるとイベント効果というのは、

よそから人に聞いたよということだけじゃなく

て、地元の人のルートに対する理解を得るのに

ものすごく重要なので。ただ他人が押しつけて、

ある日自分の家の前にそういうルートが引かれ

た、自転車がいろいろ走るということについて

必ずしも地元の理解が得られないケースもあり

ますけれども、イベントを通して毎年大勢の人

が走る。よそから来る人が走るという姿を見る

と、ものすごく意識が変わってくるというのを

いろんな地域で見ています。実際イベントに参

加してみると沿道の人は思いっ切り手を振って

いるんですね。それはなぜかというと、イベン

トが開かれる何時ぐらいに、サイクリストが通

りますよということが伝わっているんですね、

住民に。そうすると住民の人が出て来て、手を

振ってもらって。浜松あたりにいくと、ずっと

イベントをやっているおかげで、一時停止、自

転車側が一時停止なのに、一時停止で参加者が

とまると逆に車のほうがとまってくれるぐらい

に地元の理解が深まる。いろんな人が暖かく迎

えるという点で、

サイクリストに暖

かい目を向けても

らうというのに、

沿道というのは、

継続的にものすご

く重要だと思いま

す。

　しまなみもイベ

ン ト を や り 始 め

て、恐らくそれま

で 住 民 の 人 の 接

点ってなかなかな

か っ た と 思 う ん

豊後高田市で開催したモニターライド
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ですけれど、住民の理解

も得られているというの

は、イベントの効果も大

きいのではないかなと。

ぜひ継続するイベントを

育てていただきたいとい

うのはお願いします。限

られた情報で思いつくま

ま言わせていただきまし

て、きょうは私のほうが

勉強になりました。あり

がとうございました。

（拍手）

菊口会長　どうもありが

とうございました。今の

お話にあったように、冒

頭申し上げたように我々

のルートが遅れているという実感はあります。

ただここを起点に、今日の話も各県の取り組み

のお話しも参考にさせていただきながら、我々

も今ルートエリア毎にモニターライドをやろう

とか、地元の理解も含めて、別府湾岸のルート

をきちっと設定していこうという取り組みを始

めております。先にある夢といいますか、きょ

うのお話を皆様からいただきました。いろんな

御意見がでました。いわゆるゆっくり時間を楽

しむような、そういう周遊ルートにしたらいい

んじゃないか。あるいは地域と一体となった寄

り道型のサイクリングでもいいんじゃないかと

か。あるいは、ゾーニングをもう一回考えたほ

うがいいのではないかとか。もしくは海上交通

とか、いろんな部分を活用した新たなルートづ

くりもあるんじゃないのかとか。いずれにせよ、

今日は、皆様のお話・情報をいただきながら取

り組みを共有するという意味で「シンポジウム

で可能性を探る」ということでした。ぜひ今回

をスタートとして、今後も情報共有させていた

だいて、どのような繋がりができるのかと、さ

らに発展させていただけたらありがたいという

ふうに思います。少し時間が下がりましたが、

きょうはありがとうございました。

（拍手）

司会　改めまして、菊口会長、パネリストの皆

様、アドバイザーの大野様、そして御意見いた

だきました会場の皆様、本当にありがとうござ

いました。どうぞ、パネリストの方に拍手を。

（拍手）

ありがとうございます。本日のこのシンポジウ

ムを契機に情報を共有し、緩やかな連携が図れ

ることをお祈りしております。

御参加の皆様には、長時間最後まで御清聴いた

だき誠にありがとうございました。

　これをもちまして、全てのプログラムを終了

させていただきます。ありがとうございました。
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